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－コウノトリ悠然と舞う ふるさと－ －コウノトリ悠然と舞う ふるさと－ 

2 25月 日発行 

引っ張れ引っ張れ！！  引っ張れ！引っ張れ！
多彩な催しで神鍋の冬を満喫多彩な催しで神鍋の冬を満喫

元気ひだか 神鍋冬まつり元気ひだか　神鍋冬まつり

２月２日、「元気ひだか 神鍋冬まつり」が、日高町の神鍋高原で開　２月２日、「元気ひだか　神鍋冬まつり」が、日高町の神鍋高原で開
催され、約催され、約１，４００１，４００人の家族連れらでにぎわいました。このまつりは、冬人の家族連れらでにぎわいました。このまつりは、冬
の神鍋の良さを市内外へアピールするため、今年初めて、日高町商工の神鍋の良さを市内外へアピールするため、今年初めて、日高町商工
会などを中心とした実行委員会により、同高原にある４つのスキー場会などを中心とした実行委員会により、同高原にある４つのスキー場
が合同でイベントを開催したものです。が合同でイベントを開催したものです。
メイン会場のアップかんなべスキー場中央ゲレンデ前では、雪上運　メイン会場のアップかんなべスキー場中央ゲレンデ前では、雪上運
動会が開催され、親子すのーボートレースやタイヤのチューブに子ど動会が開催され、親子すのーボートレースやタイヤのチューブに子ど
もらを乗せて引くチューブソリレースがあり、勢い余って転倒する場もらを乗せて引くチューブソリレースがあり、勢い余って転倒する場
面に観客からは歓声が上がっていました。面に観客からは歓声が上がっていました。
その他に、雪上綱引きや雪像コンテスト、もちまき、フィナーレの　その他に、雪上綱引きや雪像コンテスト、もちまき、フィナーレの
打ち上げ花火などの催しで、来場者は神鍋の冬を満喫していました。打ち上げ花火などの催しで、来場者は神鍋の冬を満喫していました。
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▲２００７年５月１５日、エベレストに中国側から登頂に成功して喜ぶ野口さん（写真中央）ら登頂メンバー

　２月１２日、植村直己さんの母校である明治大学紫紺館（東京都千代田区）で、１２回目となる植村直己冒
険賞受賞者の記者発表を行いました。２００７年に日本人が挑んだ２１４件の冒険行の中で受賞者に選ばれた
のは、エベレスト（標高８８４８ｍ）に北稜（中国側）から登頂に成功した野口　健さん（３４歳、東京都在
住）です。記者発表で、野口さんは「山登りのきっかけは植村さんの本でした。私の人生を変えた植村
さんの賞が受賞でき大変光栄に思います」と喜びの言葉を述べました。
　なお、授賞式を６月７日に日高文化体育館で行いますので、皆さん、楽しみにお待ちください。

《問合せ》植村直己冒険館　�４４－１５１５

　

１
９
７
３
年
に
ア
メ
リ
カ
・
ボ

ス
ト
ン
で
生
ま
れ
た
野
口
さ
ん
は
、

高
校
時
代
に
偶
然
に
書
店
で
見
つ

け
た
植
村
直
己
さ
ん
の
著
書
『
青

春
を
山
に
賭
け
て
』
に
感
銘
を
受

け
、
登
山
を
始
め
ま
し
た
。

　

１
９
８
９
年
８
月
、　

歳
で

１６

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
最
高
峰
フ
ラ
ン

ス
・
モ
ン
ブ
ラ
ン
の
登
頂
に
成
功

し
、
そ
の
後
、
７
大
陸
最
高
峰
登

頂
を
目
指
す
決
意
を
固
め
ま
し
た
。

　

４
大
陸
最
高
峰
登
頂
後
、
１
９

９
３
年
６
月
、　

歳
で
北
米
大
陸

１９

最
高
峰
ア
メ
リ
カ
・
マ
ッ
キ
ン

リ
ー
の
登
頂
に
成
功
（
５
大
陸
最

高
峰
世
界
最
年
少
登
頂
記
録
）
し
、

翌
年
、
１
９
９
４
年　

月
、　

歳

１２

２１

で
南
極
大
陸
最
高
峰
ビ
ン
ソ
ン
・

マ
シ
フ
の
登
頂
に
成
功
（
６
大
陸

最
高
峰
世
界
最
年
少
登
頂
記
録
）

し
ま
し
た
。

　

１
９
９
７
年
５
月
、　

歳
で
ア

２３

ジ
ア
大
陸
最
高
峰
中
国
・
エ
ベ
レ

ス
ト
（
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
）
の
登
頂

に
挑
戦
す
る
も
天
候
悪
化
に
よ
り

あ
え
な
く
撤
退
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
１
９
９
９
年
５
月
、

　

歳
で
再
挑
戦
し
、
ア
ジ
ア
大
陸

２５最
高
峰
ネ
パ
ー
ル
・
エ
ベ
レ
ス
ト

（
サ
ガ
ル
マ
ー
タ
）の
登
頂
に
成
功

（
７
大
陸
最
高
峰
世
界
最
年
少
登

頂
記
録
）
し
ま
し
た
。

　

２
０
０
０
年
か
ら
は
エ
ベ
レ
ス

ト
や
富
士
山
で
の
清
掃
活
動
を
開

始
。
以
後
、
環
境
問
題
を
担
っ
て

い
く
人
材
の
必
要
性
を
感
じ
、
全

国
の
小
中
学
校
を
主
な
対
象
と
し

た
「
野
口　

健
・
環
境
学
校
」
を

開
校
す
る
な
ど
、
新
た
に
地
球
温

暖
化
に
対
す
る
取
組
み
に
力
を
入

れ
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
新

た
な
決
意
が
…
。

　

野
口
さ
ん
は
、　

年
前
に
中
国

１０

側
か
ら
エ
ベ
レ
ス
ト
に
初
挑
戦
し
、

最
終
キ
ャ
ン
プ
に
す
ら
到
達
で
き

な
い
惨
敗
。
２
年
後
に
反
対
側
の

ネ
パ
ー
ル
側
か
ら
登
頂
に
成
功
す

る
も
の
の
自
分
の
中
で
は
満
足
で

き
ず
に
い
ま
し
た
。

　

再
挑
戦
の
リ
ス
ク
を
思
え
ば

「
ネ
パ
ー
ル
側
か
ら
登
っ
た
の
だ

か
ら
も
う
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」

エベレストにエベレストに
北稜（中国側）から　北稜（中国側）から

登頂成功　　　　　　登頂成功 野口 健野口　健 さんさん

７
大
陸
最
高
峰

世
界
最
年
少
登
頂
記
録

を　

歳
で
樹
立

25

最
後
の
エ
ベ
レ
ス
ト
挑
戦

環
境
問
題
に
取
り
組
む
中

新
た
な
決
意
が

登
山
の
き
っ
か
け
は

植
村
直
己
さ
ん
の
本
か
ら

２００７２００７「植村直己冒険賞」「植村直己冒険賞」受賞者が決まる受賞者が決まる

けんけ ん
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と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
る
も
の
の
、

や
は
り
自
身
を
ご
ま
か
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
れ
な
ら
ば
初
挑
戦
か
ら　

年
１０

目
の
節
目
で
あ
る
２
０
０
７
年
春

に
再
挑
戦
し
よ
う
と
決
意
し
、
あ

え
て
自
分
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か

け
る
た
め
、
「
最
後
の
エ
ベ
レ
ス

ト
挑
戦
」
と
公
言
し
ま
し
た
。

　

３
月　

日
、
日
本
を
出
発
し
た

２０

野
口
さ
ん
は
、　

日
、
エ
ベ
レ
ス

２４

ト
の
玄
関
口
で
あ
る
ル
ク
ラ
村
に

入
り
、
４
月
５
日
、
ラ
サ
に
到
着
。

　

日
、
エ
ベ
レ
ス
ト
の 
麓 
（
標
高

ふ
も
と

１０５
２
０
０
メ
ー
ト
ル
）
で
ベ
ー
ス

キ
ャ
ン
プ
入
り
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
登
頂
は
「
エ
ベ
レ
ス

ト
・
富
士
山
同
時
清
掃
登
山
」
と

銘
打
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
兼
ね
て
お

り
、　

日
、
清
掃
活
動
を
開
始
し
、

１３

　

日
に
は
、
富
士
山
周
辺
で
も
、

１５約
１
６
０
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

約
３
ト
ン
の
ご
み
を
集
め
、
エ
ベ

レ
ス
ト
で
も
約
１
７
０
キ
ロ
の
ご

み
を
回
収
し
ま
し
た
。

　
　

日
、
安
全
祈
願
を
行
い
、　

２３

２６

日
、
ノ
ー
ス
コ
ル
（
標
高
７
０
５

０
メ
ー
ト
ル
）
に
て
高
度
順
化
。

途
中
の
ア
ド
バ
ン
ス
ベ
ー
ス
キ
ャ

ン
プ（
標
高
６
４
０
０
メ
ー
ト
ル
）

に
戻
り
、
５
月
９
日
、
再
度
出
発

し
、　

日
午
前
８
時
、
つ
い
に
世

１５

界
最
高
峰
エ
ベ
レ
ス
ト
（
標
高
８

８
４
８
メ
ー
ト
ル
）
へ
の
中
国
側

か
ら
の
登
頂
に
成
功
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
登
頂
で
中
国
・
ネ
パ
ー

ル
両
側
か
ら
の
制
覇
は
日

本
人
で
８
人
目
と
な
り
ま

し
た
。

　

野
口
さ
ん
は
「
ベ
ー
ス

キ
ャ
ン
プ
に
戻
っ
て
き
た

時
は
、
心
底
ホ
ッ
と
し
ま

し
た
。
ま
た
、
同
時
に　
１０

年
間
通
い
続
け
て
き
た
エ

ベ
レ
ス
ト
か
ら
の
卒
業
の
瞬
間
で

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
何
よ

り
も
う
れ
し
か
っ
た
の
が
、
以
前

と
比
較
し
て
エ
ベ
レ
ス
ト
が
き
れ

い
に
な
っ
て
い
た
こ
と
。
ご
み
は

ゼ
ロ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

必
死
に
ご
み
を
探
さ
な
け
れ
ば
見

つ
か
ら
な
い
ほ
ど
少
な
く
な
っ
て

い
ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

次
の
目
標
を
「
地
球
温
暖
化
の

影
響
で
溶
け
て
ゆ
く
氷
河
対
策
で

す
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
か
ら
世
界
に
温
暖

化
の
脅
威
を
訴
え
、
ま
た
氷
河
が

急
激
に
融
解
し
決
壊
し
そ
う
な
氷

河
湖
対
策
に
取
り
組
み
た
い
。
清

掃
活
動
よ
り
さ
ら
に
困
難
に
な
り

ま
す
が
、
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
る

こ
と
な
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き

ま
す
」
と
話
し
、
経
験
の
中
か
ら

次
代
に
伝
え
よ
う
と
す
る
野
口
さ

ん
の
行
動
は
、
植
村
直
己
さ
ん
に

通
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

▲エベレストに最終アタックする野口さん

▲２０００年～０３年の４年間にエベレストで回
収された約５００本の酸素ボンベ

ご
み
を
回
収
し
な
が
ら

中
国
・
ネ
パ
ー
ル

両
側
か
ら
の
制
覇

エ
ベ
レ
ス
ト

 
か
ら
の
卒
業

新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

●野口　健さんプロフィール●
　１９７３年、アメリカ・ボストン生ま
れ。アルピニスト（登山家）。１９９９年に
２５歳でエベレストの登頂に成功し、
７大陸最高峰世界最年少登頂記録を
樹立。２０００年からはエベレストや富
士山のごみ問題を解決するため、清
掃登山に尽力する。

■主な冒険等経歴
◇１９８９年８月　フランス・モンブラン（４８０７ｍ・旧ヨーロッパ）登頂
　　　　１２月　タンザニア・キリマンジャロ（５８９５ｍ・アフリカ）登頂
◇１９９２年９月　オーストラリア・コジウスコ（２２４０ｍ）登頂
　　　　１２月　アルゼンチン・アコンカグア（６９６５ｍ・南アメリカ）登頂
◇１９９３年６月　アメリカ・マッキンリー（６１４９ｍ・北アメリカ）登頂
　　　　　　　※５大陸最高峰世界最年少登頂記録達成（１９歳）・日本
　　　　　　　　人マッキンリー最年少登頂記録
◇１９９４年１２月　南極・ビンソン・マシフ（４８９７ｍ）登頂
　　　　　　　※６大陸最高峰世界最年少登頂記録達成（２１歳）
◇１９９６年１月　ロシア・エルブルース（５６４２ｍ・新ヨーロッパ）登頂
◇１９９９年５月　ネパール・エベレスト（サガルマータ・８８４８ｍ・アジア）

登頂 ※７大陸最高峰世界最年少登頂記録達成（２５歳）
◇２０００年～０３年（４年連続）　エベレスト清掃登山
◇２００７年５月　エベレストに北稜（中国側）から登頂
■著　書
　『落ちこぼれてエベレスト』『１００万回のコンチクショー』『あきら
　めないこと、それが冒険だ』など
■野口　健ホームページアドレス
　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｎｏｇｕｃｈｉ－ｋｅｎ．ｃｏｍ/
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コウノトリ但馬空港を利用の皆さんへ

444444444444月月月月月月月月月月月月1111111111114月1日日日日日日日日日日日日日かかかかかかかかかかかからららららららららららら運運運運運運運運運運運運賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃がががががががががががが変変変変変変変変変変変変わわわわわわわわわわわわりりりりりりりりりりりりまままままままままままますすすすすすすすすすすすから運賃が変わります

　燃油価格が継続的に高水準で留まっているため、ＪＡＬグループ国内線運賃が、
４月１日搭乗分から一部値上げされます。これに伴い、但馬～大阪（伊丹）路線も、
大人普通運賃が１，０００円値上げされるなど、変更となるものがあります。
　なお、今回の運賃改定により、市民の助成後運賃は下表のとおりとなります。

■４月以降の市民助成後運賃【コウノトリ但馬⇔大阪（伊丹）〈片道〉】
座席制限予約変更予約受付市民負担額助成額運賃額区　分

なし可当日可
6,400円6,000 円※１12,400 円大人普通運賃

3,200円3,000 円6,200 円小人普通運賃

あり
（適用便、期間設
定で随時発表）

不可
前日まで4,400円3,500 円7,900 円特便割引１

※ 23,900円3,000 円6,900 円先得割引

なし
可当日可

2,450円5,500 円7,950 円身体障害者割引

5,800円3,500 円9,300 円介護帰省割引

不可前日まで5,800円3,500 円9,300 円シルバー割引

※１　大人普通運賃の助成額のうち、１，５００円は但馬空港推進協議会からの助成です。
※２　予約日と搭乗日によって航空券の購入期限が異なります。設定日に注意ください。

■４月１日～６月３０日の運行ダイヤ（予定）

コウノトリ但馬空港から大阪・東京へ
所要時間

東京（羽田）

発着時間・便名

大阪（伊丹）

発着時間・便名

コウノトリ
但馬

約２時間３０分
（伊丹での乗り継ぎ
時間約５０分を含む）

１１：３０⇒１２：３５
ＪＡＬ１１４便

朝便１０：１０⇒１０：４５
ＪＡＣ２３２２便

朝便

１９：３０⇒２０：３５
ＪＡＬ１３４便

夕便１８：０５⇒１８：４０
ＪＡＣ２３２４便

夕便

東京・大阪からコウノトリ但馬空港へ
所要時間

コウノトリ
但馬

発着時間・便名

大阪（伊丹）

発着時間・便名

東京（羽田） 約２時間１５分
（伊丹での乗り継ぎ
時間約２５分を含む）

９：０５⇒９：４５
ＪＡＣ２３２１便

朝便７：３０⇒８：４０
ＪＡＬ１０３便

朝便

１７：００⇒１７：４０
ＪＡＣ２３２３便

夕便１５：３０⇒１６：４０
ＪＡＬ１２５便

夕便

※発着時間は、天候その他やむを得ない理由により変更される場合がありますので、搭乗前に確認ください。
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航空運賃の助成申請手続きはとっても簡単！！ 航空運賃の助成申請手続きはとっても簡単！！ 
運賃助成手続き方法 下記のいずれかの方法で申請してください。 

搭乗前 に助成申請する場合… 【手続き先  市内航空券取扱店】 

　利用便が決定したら 
「市内航空券取扱店」 
または「ＪＡＬ予約案 
内」に電話で予約する。 

①予約する 

　予約した「市内航空券取扱店」で身 
分を証明できるもの（免許証など）を 
提示の上、申請書を提出し、運賃助成 
後の金額で航空券を購入する。 

②航空券を購入する 

　係員の指示に 
従って飛行機に 
乗る。 

④飛行機に乗る 

　搭乗日に空港カウ 
ンターで出発時間の 
１５分前までに搭乗手 
続きを済ませる。 

③搭乗手続きをする 

搭乗後 に助成申請する場合… 【手続き先  都市整備課および各総合支所総務課】 

　電話やインターネッ 
トなどから航空券を予 
約・購入し、当日、飛 
行機に乗る。 
 

①予約し、飛行機に乗る 

　助成手続き後、おおむ 
ね１０日以内に指定した口 
座に助成金が振り込まれ 
る。 

③口座に振り込まれる 

　搭乗後、おおむね１カ月以内に航空券の半券を持 
参し、都市整備課または各総合支所総務課へ行き、 
住所・氏名・年齢・電話番号および助成金の振込先を 
所定の申請用紙に記入し、助成手続きをする。 

②都市整備課または各総合支所総務課へ行く 

●㈱ツーリストサンフラワー 

●きほくツアーズ㈱（ＪＴＢ旅サロン豊岡） 

●㈱さとうトラベルサービス豊岡店 

●ＪＡたじま旅行センター 

〈市内航空券取扱店〉 

２２－４２８１ 

２３－０００１ 

２２－０００７ 

２４－８２００ 

●㈱スカイウェイ 

●㈲ｉ．スマイル 

●いずしトラベルサービス 

ＪＡＬ予約案内 0120－25－5971

２９－０２０３ 

２６－６１４０ 

５２－４９６０ 

「小学生飛行機体験搭乗」・ 
「新成人記念」無料航空券引換 
券は利用されましたか？ 

《有効期限》（１９年度配布分） 

　「小学生飛行機体験搭乗」 
　４月６日（日）まで搭乗可能 

　「新成人記念」 
　９月３０日（火）まで搭乗可能 

　今年度も、市内の小学生と新成人
を対象に無料航空券引換券を配布し
ました。これは、次代を担う若者た
ちに、自分たちの住むまちを空から
見てもらうことにより、わがまちの
すばらしさを再認識し、併せて飛行
機の便利さを体験してもらうという
目的で配布したものです。未使用の
方は、次の有効期限内 
にぜひ、利用ください。 

Ｑ　助成申請せずに搭乗した
　のですが、後からでも申請で
　きますか? 

Ａ　搭乗後、お手持ちの航空券
　の半券を持って都市整備課
　または各総合支所総務課へ
　お越しください。指定の口座
　におおむね１０日以内に助成
　金を振り込みます。 
 
Ｑ　本人が申請に行けない場
　合、代理でもできますか? 

Ａ　代理の方でも申請は可能
　です。 
 
Ｑ　「ＪＡＬ予約案内」に電話
　したら「大人普通運賃」は
　１２，４００円、「特便割引１」は
　７，９００円だと言われましたが
　…? 

Ａ　「ＪＡＬ予約案内」はＪＡ

　Ｌ予約センターに直接つな
　がるため、助成前の運賃でし
　か通知されません。予約の際
　に告げられる「予約番号」を
　控えておき、上記の「市内航
　空券取扱店」で助成申請書を
　提出していただくと市民助成
　後運賃で航空券を購入でき
　ますので安心ください。 
 
Ｑ　「特便割引１」や「先得割
　引」を利用しようとしたら、
　「席がありません」と言われ
　ましたが…? 

Ａ　割引航空券の中には、「座
　席制限」といって、販売する
　航空券の枚数（座席数）が決
　まっているものがあります。
　満席でない限りは、「大人普
　通運賃」などのほかの航空券
　がありますのでそちらを利用
　ください。 

《問合せ》豊岡市コウノトリ但馬空港利用促進協議会（都市整備課内） 
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市
立
の
各
種
施
設
の
利
用
料
金

の
中
に
は
、
当
分
の
間
の
暫
定
的

な
措
置
と
し
て
、
市
町
合
併
前
か

ら
の
使
用
料
を
そ
の
ま
ま
適
用
し

て
い
る
施
設
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
同
種
の
施
設
で
あ

り
な
が
ら
、
料
金
設
定
や
貸
出
区

分
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が

あ
り
、
利
用
者
間
で
不
公
平
が
生

じ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
施
設
利
用
料

金
の
内
容
や
基
準
の
統
一
が
さ
れ

て
い
な
い
も
の
を
中
心
に
、
見
直

し
を
行
い
ま
し
た
。

▽
料
金　

一
部
の
施
設
で
料
金
の

値
上
げ
が
生
じ
て
い
ま
す
が
、

全
体
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
負
担
が
増
え
る
こ
と
に
な
ら

な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。

▽
利
用
時
間　

実
際
に
施
設
を
利

用
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
利
便

性
を
図
る
た
め
に
、
貸
出
し
の

時
間
帯
に
つ
い
て
も
施
設
ご
と

に
調
整
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

利
用
し
や
す
い
時
間
帯
と
な
る

よ
う
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

▽
減
免　

施
設
利
用
の
一
層
の
促

進
や
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
の
関
係
団
体
へ

の
協
力
な
ど
を
目
的
と
し
て
、

施
設
ご
と
に
利
用
料
金
の
減
免

規
定
を
設
け
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

▽
改
定
と
な
る
主
な
施
設

・
学
校
施
設

・
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
野
球
場

・
陸
上
競
技
場

・
体
育
館

・
博
物
館

・
地
区
公
民
館

・
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

・
多
目
的
集
会
施
設

・
市
民
会
館

・
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

・
市
民
セ
ン
タ
ー

※
改
定
の
詳
細
は
、
各
施
設
の
窓

口
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
今
後
と
も
、
効
率
的
な

管
理
運
営
を
心
が
け
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
施
設
と
し
て

一
層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
ま

す
の
で
、
今
回
の
改
定
に
理
解
と

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
民
負
担
の

　

公
平
性
を
目
指
し

　

統
一
基
準
で
見
直
し

ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
？

皆
さ
ん
の
理
解
を

お
願
い
し
ま
す

▲体育館 ▲野球場・テニスコートなど

4
月
1
日
か
ら

日
か
ら
 

4
月
1
日
か
ら
 

市
立
施
設
の
利
用
料
金
の
 

　
　
　
　
基
準
を
統
一
し
ま
す
 

　

市
立
の
各
種
施
設
の
利
用
料
金
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に

提
供
し
て
い
く
た
め
、
ま
た
、
施
設
を
利
用
し
て
い
る
方
と
そ
れ
以

外
の
方
と
の
公
平
性
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
施
設
を
利
用
し
て
い

る
皆
さ
ん
に
一
定
の
負
担
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
こ
れ
ら
の
施
設
の
利
用
料
金
の
基
準
を
見
直
し
、
４
月
1

日
か
ら
統
一
し
た
基
準
の
料
金
と
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
財
政
課

▲三開山から望む市街地にある市立の各種施設
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※サービス内容および事業対象者の確認方法など詳しくは各協賛店に問い合わせください。

ととととととととととよよよよよよよよよよおおおおおおおおおおかかかかかかかかかか子子子子子子子子子子育育育育育育育育育育てててててててててて家家家家家家家家家家庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭応応応応応応応応応応援援援援援援援援援援カカカカカカカカカカーーーーーーーーーードドドドドドドドドド事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業ににににににににににとよおか子育て家庭応援カード事業に
新新新新新新新新新新たたたたたたたたたたにににににににににに登登登登登登登登登登録録録録録録録録録録いいいいいいいいいいたたたたたたたたたただだだだだだだだだだいいいいいいいいいいたたたたたたたたたた協協協協協協協協協協賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛店店店店店店店店店店をををををををををを紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹介介介介介介介介介介ししししししししししまままままままままますすすすすすすすすす新たに登録いただいた協賛店を紹介します
　市では、１８歳未満の子どもや妊娠中の方が居る家庭を、商業者などと連携して
応援する「子育て家庭応援カード事業」を１２月から始めました。
　今回は、「とよおか子育て家庭応援の店」として新たに登録いただいた協賛店
を紹介します。
　なお、既登録店は、１２月２５日発行の市広報第６５号および１月２５日発行の市広報
第６７号をご覧ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　《問合せ》商工課

（２月５日現在）

電話番号住　　　　所協　　賛　　店　　名業　　種

２２‐４４０４京町７‐１６豊岡本店

㈱トヨダスーパー

２４‐４４８８下陰１４‐２豊岡北店

２４‐１１１１庄境１１５‐１豊岡東店

２９‐３３７７正法寺１１２正法寺店

２４‐９１０１今森４７２
イートバリュー
江本店

３２‐３００１城崎町湯島１７９城崎店

４７‐１４６８竹野町竹野１４３３‐１竹野店

４２‐４５２２日高町祢布９８８
イートバリュー
日高店

５３‐２５０１出石町町分３９１‐２４
イートバリュー
出石店

５４‐０５８４但東町出合９８‐１但東出合店

２２‐３５２７福田１２０５‐９田村ふとん店布団

５３‐４１２３但東町出合８２‐２田舎の写真屋　三和写真

３２‐３３１５城崎町湯島８３５城崎観光ホテル東山荘
宿泊施設

５３‐４０４８但東町相田３６こだま荘

４５‐１２００日高町栗栖野５５
神鍋リゾート開発㈱
ブルーリッジホテル

ホテル

４２‐３２０３
日高町日置２３‐１８
３階

学習空間アルファスタ
ジオ

学習塾

３２‐３７８８城崎町湯島８４７‐６美容室　リリー辻田美容院

２２‐４０３８中央町１２‐８朝日理容所

理容院

２２‐７４１９下陰４４０‐５２メンズヘア　あしだ

２２‐３７２６中央町９‐２７髪工房　あしだ

２４‐１５５５塩津町２４‐１５５大開理容塩津店

２２‐２５４０桜町２４‐１４ミサカ理容所

２３‐１６９３中央町５‐７理容　キシダ

２３‐０８６７高屋８９６ＣＵＴ　ＩＮ　キタニ

２２‐２２４０京町８‐２０木谷理容所

２３‐１６２５中陰川西２８２‐１クロノ理容所

２３‐７６９０正法寺６４７‐６ヘアーサロン　ごとう

２３‐３６１５立野町１０‐７ヘアーサロン　中央

２３‐４８４４江本１１７‐１理容　円

２３‐１０６４九日市中町１３２大開理容九日市

２２‐２０４０中央町４‐９理容　シバチ

２２‐４７６２昭和町３‐３シモノ理容所

２２‐１９９８
若松町９‐１５ 大藤
ビル１階１号

ヘアーサロン　たけだ

２２‐２３０１城南町１５‐１カットハウス　タナカ

２３‐０７２９江本４５７‐１ナカガキ理容所

２２‐５４２４泉町１９‐３１中村理容所

２２‐５８０９泉町７‐９オリオン理容所

電話番号住　　　　所協　　賛　　店　　名業　　種

２３‐０５５４大手町７‐２７西岡理容室

理容院

２２‐６４１５小田井町１２‐５はやし理容所

２２‐３００１中陰６５５‐５ヘアーサロン　ミズシマ

２２‐６９７９三坂町３‐１１吉井理容所

２８‐２３２２気比３２１３榎本理容所

２８‐２９０５気比３２６３中川理容院

２８‐２１３５瀬戸１１５理容　ニシムラ

２８‐２３５７瀬戸１１６理容　大正軒

３２‐２１１６城崎町湯島１０９理容室クマハラ

３２‐３１０２城崎町湯島１４８理容　タカタ

３２‐２０４９城崎町湯島４０２ヘアーサロン谷口

３２‐２５５３城崎町湯島２８３宮本理容所

４７‐０２２２竹野町竹野３４８タカノ理容店

４２‐１５９２日高町池上１２１理容　池内

４４‐１０１８日高町栗山１‐１うえやまヘアーサロン

４２‐０４９０日高町江原１３５岡本理容所

４２‐２５２４日高町久斗５４１‐８髪きりどころキタニ

４２‐３７４６日高町鶴岡４３９‐１カットショップ　利

４２‐３４８２日高町東構１２０７理容　マコト

４２‐２５９１日高町日置３４‐１１清水理容院

４４‐０５０５日高町庄境３９６理容所　中嶋

４５‐０７４０日高町栃本１３７６‐８理容　ニシムラ

４２‐５２００日高町国分寺６‐３ヘアーサロン　フジワラ

４２‐１８６８日高町宵田３７ｃｉａｏ ＭＯＲＩ

４２‐０１９８日高町府市場３９１保田理容館

５２‐４６１８出石町福住４１１‐１ヘアーサロン　タニグチ

５２‐２０８１出石町松枝１７２ヘアーサロン　モリガキ

５２‐３３７０出石町川原１７７理容　ヨネダ

２４‐１３７８城南町１６‐３５本店

㈱白バラ
　ドライ

クリーニング

２４‐５７２８下陰７０８‐４下陰店

２２‐７１７７加広町７‐３２コープ店

２２‐８５０２今森４７２新田店

２４‐００７６正法寺４９‐１正法寺店

２４‐３９７３泉町４‐３２泉町店

２２‐５６６３元町１２‐１０元町店

２３‐７９９８九日市下町２６２九日市店

２３‐５０９３中央町１２‐１１京極店

３２‐２４３９城崎町湯島３４８‐１０城崎店

４２‐４１４８日高町日置５６‐６江原店

４２‐４８４４日高町祢布９８８日高店

５２‐０４１１出石町町分３９１‐２４出石店

５２‐５３０５出石町寺町５２１‐２町分店

２３‐９２４８木内４１８‐１㈲集楽園造園
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年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、
年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
代
理
者
の
と
き
は
、
委

任
状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を

準
備
く
だ
さ
い
。

●
３
月
８
日（
土
）・
９
日（
日
）は

　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

●
３
月
３
日（
月
）・　

日（
月
）・　

１０

１７

日（
月
）・　

日（
月
）・　

日（
月
）

２４

３１

は

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
７
時

３０

●
電
話
で
の
問
合
せ

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

�
０
５
７
０
‐
０
５
‐
１
１
６
５

　

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

　

�
０
３
‐
６
７
０
０
‐
１
１
６
５

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア

ド
レ
ス　http://w

w
w
.sia.go.jp/

年
金
相
談
窓
口
を
時
間
延
長

《
問
合
せ
》

▽
豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

　

�　

－

３
１
９
６

２２

▽
市
民
課
市
民
係
ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
生
活
課

●
住
所
・
支
払
機
関
変
更
届

の
提
出
を

　

年
金
受
給
中
の
方
が
引
越
し
に

よ
り
住
所
・
受
取
機
関
を
変
更
す

る
と
き
は
、
「
住
所
・
支
払
機
関

変
更
届（
ハ
ガ
キ
様
式
）」
を
新
住

所
地
の
社
会
保
険
事
務
所
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
支
払
機
関
を
変
更
す
る
場
合

　

新
し
い
金
融
機
関
・
郵
便
局
で

口
座
番
号
の
証
明
を
受
け
て
、
次

の
年
金
支
払
日
の
１
カ
月
前
ま
で

に
手
続
き
く
だ
さ
い
。
１
カ
月
以

内
の
と
き
に
は
、
年
金
の
支
払
が

変
更
前
の
支
払
機
関
と
な
り
ま
す
。

　

変
更
後
の
支
払
機
関
へ
の
支
払

を
確
認
す
る
ま
で
は
、旧
口
座
は
そ

の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

※
住
所
変
更
届
を
提
出
し
た
方
は
、

前
住
所
地
の
郵
便
局
へ
も
郵
便

物
の
転
送
を
ハ
ガ
キ
で
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。社
会
保
険
事
務
所
の

住
所
変
更
処
理
が
済
む
ま
で
は
、

前
住
所
地
に
年
金
に
関
す
る
郵

便
物
が
届
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
勤
務
先
に
年
金
手
帳
の
提
出
を

　

会
社
員
な
ど
に
な
る　

歳
以
上

２０

の
方
は
、
国
民
年
金
の
種
別
が
第

１
号
被
保
険
者
か
ら
第
２
号
被
保

険
者
に
変
わ
り
ま
す
。

　

種
別
変
更
の
手
続
き
は
勤
務
先

が
行
い
ま
す
の
で
、
必
ず
年
金
手

帳
を
勤
務
先
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

年
金
手
帳
に
は
基
礎
年
金
番
号

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
基

礎
年
金
番
号
は
、
公
的
年
金
共
通

の
番
号
で
、
転
職
や
退
職
な
ど
で

加
入
す
る
年
金
制
度
が
変
わ
っ
て

も
生
涯
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

今
春
、
就
職
す
る
学
生
さ
ん
は
、

勤
務
先
で
の
手
続
き
が
ス
ム
ー
ズ

に
で
き
る
よ
う

年
金
手
帳
を
確

認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

年
金
手
帳
を

紛
失
し
た
方
は
、

市
民
課
市
民
係

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

ま
で
相
談
く
だ
さ
い
。

豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

口
座
振
替
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
を
利
用
し
た
納
付
に
加
え
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

こ
の
納
付
方
法
は
、
あ
ら
か
じ

め
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
に
係

る
申
出
を
行
い
、
承
認
さ
れ
れ
ば
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
が
被
保

険
者
に
代
わ
っ
て
保
険
料
を
立
替

納
付
し
、
カ
ー
ド
利
用
代
金
と
し

て
被
保
険
者
に
請
求
さ
れ
る
も
の

で
す
。

▽
対
象
者　

国
民
年
金
第
１
号
被

保
険
者
の
う
ち
、
定
額
保
険
料

納
付
者
で
、
社
会
保
険
庁
が
承

認
し
た
方

※
支
払
免
除
該
当
者
は
対
象
外

▽
納
付
方
法　

毎
月
納
付
、
１
年

前
納
、
６
カ
月
前
納
が
で
き
ま

す
。

▽
利
用
で
き
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

　

社
会
保
険
庁
が
指
定
し
た
会
社

　

が
発
行
し
て
い
る
ク
レ
ジ
ッ
ト

　

カ
ー
ド
お
よ

　

び
指
定
会
社

　

と
連
携
し
て

　

い
る
国
際
ブ

　

ラ
ン
ド（
下
記

一
覧
）が
付
さ
れ
た
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
す
。

▽
実
施
時
期　

２
月
１
日
か
ら
申

出
受
付
を
開
始
し
て
お
り
、
初

回
納
付
は
３
月
末
（
３
月
分
保

険
料
）
か
ら
と
な
り
ま
す
。

▽
割
引　

１
年
前
納
お
よ
び
６
カ

月
前
納
し
た
場
合
は
、
現
金
で

納
め
た
場
合
と
同
額
の
割
引
と

な
り
ま
す
。

　

申
請
に
よ
り
在
学
中
の
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納

付
特
例
申
請
」
が
、
平
成　

年
か

２０

ら
簡
単
に
な
り
ま
す
。

　

２
月
下
旬
ま
で
に
学
生
納
付
特

例
が
承
認
さ
れ
た
被
保
険
者
の
う

ち
、
翌
年
度
以
降
も
引
き
続
き
在

学
予
定
の
方
に
対
し
て
、
ハ
ガ
キ

形
式
の
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

こ
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
社
会
保
険
事
務
局
事
務
セ

ン
タ
ー
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、在
学
す
る
学
校
が
変
わ
っ

た
場
合
や
失
業
等
を
事
由
と
す
る

申
請
を
す
る
場
合
は
、
新
様
式
に

よ
る
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。
市
民

課
市
民
係
ま
た
は
各
総
合
支
所
市

民
生
活
課
で
在
学
証
明
書
な
ど
を

添
付
の
上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

今
春
就
職
す
る
学
生
さ
ん
へ

年
金
受
給
中
で

引
越
し
す
る
方
へ

保
険
料
の
納
付
が

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
で
き
ま
す

学
生
納
付
特
例
申
請
が

簡
単
に
な
り
ま
す

ＪＣＢ
ＶＩＳＡ
Ｍａｓｔｅｒ　Ｃａｒｄ
Ｄｉｎｅｒｓ　Ｃｌｕｂ

■国際ブランド



9 広報とよおか　2008.2.25

地域包括支援センターだより シリーズ 認知症を知ろう！ 
　今回は、認知症についてお知らせします。 
　平成19年度に厚生労働省が行った調査では、家庭内で虐待を受けた高齢者の約４割に認知症
の症状があることが分かりました。これには、認知症の高齢者を介護する家族にとって、親や配偶者
が認知症になったという事実を受け入れることができない、あるいは認知症によって引き起こされる症
状への対応方法が分からないなどの原因が考えられます。 
　認知症は、誰もが当事者になるおそれのある病気であり、また、認知症の方と介護する家族へのサ
ポートが、虐待防止の鍵を握ります。地域をあげて認知症に対する認識を深めて、適切に対応してい
きましょう。　　　　　　　　　　　　《問合せ》介護保険課地域包括支援センター  24-2401

3

　

認
知
症
は
、
記
憶
力
・
判
断
力

が
低
下
す
る「
病
気
」で
す
。
食
事

を
し
た
ば
か
り
な
の
に
「
ご
飯
は

ま
だ
か
？
」
と
言
っ
た
り
、
財
布

を
し
ま
っ
た
場
所
を
忘
れ
て
し
ま

い
、「
財
布
が
な
い
、
誰
か
が
盗
っ

た
ん
じ
ゃ
な
い
か
？
」
と
被
害
妄

想
に
つ
な
が
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
老
化
に
よ
る
も
の
忘
れ
と
認
知

症
と
の
違
い

　

老
化
に
よ
る
も
の
忘
れ
と
認
知

症
と
の
違
い
は
、
左
表
の
と
お
り

で
す
。

　

認
知
症
は
、
老
化
に
よ
る
も
の

忘
れ
と
の
区
別
が
付
き
に
く
い
病

気
で
す
が
、
老
化
に
よ
る
も
の
忘

れ
と
は
異
な
り
、
体
験
の
す
べ
て

を
忘
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
朝
ご
飯
の
内
容
で
は

な
く
、
食
べ
た
こ
と
自
体
を
忘
れ

て
し
ま
う
の
が
特
徴
で
す
。

　

認
知
症
は
、
主
に
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
型
認
知
症
と
脳
血
管
性
認
知

症
の
２
つ
の
種
類
に
分
か
れ
、
こ

の
２
つ
で
認
知
症
の
約
８
割
を
占

め
て
い
ま
す
。

○
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

　

脳
に
特
有
の
変
化
が
起
こ
り
、

萎
縮
が
起
こ
り
ま
す
。

○
脳
血
管
性
認
知
症

　

脳
卒
中（
脳
梗
塞
や
脳
出
血
）等

に
引
き
続
い
て
起
こ
り
ま
す
。

○
そ
の
他
の
認
知
症

　

慢
性
硬
膜
下
血
腫
、
正
常
圧
水

頭
症
、
脳
腫
瘍
、
非
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
型
変
性
疾
患
（
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
以
外
で
脳
に
変
性
を
き
た
す

病
気
の
総
称
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

※
慢
性
硬
膜
下
血
腫
や
正
常
圧
水

頭
症
な
ど
か
ら
く
る
認
知
症
は
、

早
期
な
ら
、
原
因
と
な
っ
て
い

る
病
気
を
治
療
す
れ
ば
、
症
状

が
改
善
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
適
切
な
治
療
で
症
状
が
改
善
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
認
知
症

が
疑
わ
れ
た
ら
、
か
か
り
つ
け

の
医
師
に
相
談
、
ま
た
は
専
門

の
病
院
へ
早
期
受
診
く
だ
さ
い
。

　

認
知
症
の
症
状
は
、
左
図
の
と

お
り
、
中
核
症
状
と
周
辺
症
状
が

あ
り
ま
す
。

　

認
知
症
の
方
は
、
記
憶
障
害
を

中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
が
起
こ

り
ま
す
が
、
健
康
な
心
は
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
で
き
な
く
な
っ
た
こ

と
を
無
理
矢
理
さ
せ
な
い
、
自
尊

心
を
傷
つ
け
な
い
等
の
接
し
方
が

大
切
で
す
。

　

ま
た
、
対
応
に
困
っ
た
時
な
ど

は
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
身
近
な
人

や
高
年
福
祉
課
、
各
総
合
支
所
健

康
福
祉
課
、
各
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
等
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

認
知
症
と
は

認
知
症
の
種
類

認
知
症
の
症
状

適
切
な
対
応
は
重
要
で
す

認知症老化によるもの忘れ

・体験全体を忘れる・体験の一部を忘れる

・記憶障害に加えて判断の障害や実行
機能障害 ( 料理 ･家事などの段取り
が分からなくなるなど ) がある

・記憶障害のみがみられる
　（人の名前を思い出せな
い、度忘れが目立つ）

・人や場所、時間を正しく認識しにく
くなる

・人や場所、時間はほぼ正
しく認識できる

・日常生活に支障をきたすことがある
（電話の取次ぎができないなど）

・日常生活に支障をきたさ
ない

認知症には中核症状と 
周辺症状があります　 

※周辺症状は、薬物療法・リハビリテーション・適切な 
　対応（介護）で改善することがあります。 
図：社団法人日本作業療法士協会発行「認知症の高齢者を抱える家族向けテキスト」を参照 

周辺症状 

幻覚・妄想 

不定愁訴 

不定愁訴：漠然とした体の不調の訴え 

多　動 

不活動性 

徘　徊 

不　眠 

中核症状 

（問題行動といわれるもので 
　人により症状はさまざまです） 

（脳の変化が原因して 
　直接起こる症状） 

・覚えられなくなる 
・人や時間や今いる場所が 
　分からなくなる 
・問題に直面したときに 
　判断がつかなくなる 

しゅう そ 

■老化によるもの忘れと認知症の違い
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バ
イ
ク
、
軽
自
動
車
、
ト
ラ
ク

タ
ー
な
ど
を
廃
車
し
た
り
譲
渡
し

た
場
合
は
申
告
が
必
要
で
す
。

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
す
で
に
廃
車
や
譲
渡
を
し
て

い
て
も
、
３
月　

日
ま
で
に
申
告

３１

を
し
な
い
と
、
平
成　
２０

年
度
の
軽
自
動
車
税
を

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
廃

車
や
譲
渡
、
相
続
に
つ

い
て
は
、
早
め
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
農
耕
用
の
作

業
車
は
、
小
型
特
殊
自

動
車
と
し
て
軽
自
動
車

税
の
課
税
対
象
に
な
り

ま
す
。

　

対
象
は
、
乗
用
装
置

を
備
え
付
け
て
い
る
最

高
速
度
が
毎
時　

キ
ロ

３５

未
満
の
農
耕
用
ト
ラ
ク

タ
ー
や
農
耕
用
薬
剤
散

布
車
、
コ
ン
バ
イ
ン
、

田
植
機
な
ど
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
農
耕
用
作
業
車
を
所

有
し
、
未
登
録
の
方
は
、
早
急
に

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
買
換
え
た
場
合
は
、
ナ

ン
バ
ー
を
付
け
替
え
る
だ
け
で
な

く
申
告
が
必
要
で
す
。

　

神
戸
運
輸
監
理
部
か
ら
の
お
願

い
で
す
。
毎
年
、
年
度
末
は
自
動

車
の
検
査
・
登
録
申
請
窓
口
が
非

常
に
混
雑
し
て
待
ち
時
間
が
長
く

な
り
ま
す
。
自
動
車
の
検
査
・
登

録
手
続
き
は
、
比
較
的
混
雑
が
少

な
い
３
月
中
旬
ま
で
に
済
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
継
続
検
査
は
、
自
動
車

検
査
証
の
有
効
期
限
の
１
カ
月
前

か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
余
裕

を
も
っ
て
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

神
戸
運
輸
監
理
部　

　

姫
路
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

・
登
録
関
係

�
０
５
０－

５
５
４
０－

２
０
６
７

・
検
査
関
係

�
０
７
９
２－

　

－

４
８
０
１

３１

（
ユ
ー
ザ
ー
車
検
予
約
専
用
電
話
）

�
０
５
０－

５
５
４
０－

２
１
６
７

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.kbm

.m
lit.go.jp/

自
動
車
の
検
査
・
登
録
の

手
続
き
は
早
め
に

軽
自
動
車
税
の
廃
車
・ 

　
　
所
有
者
の
変
更
な
ど
の 

　
　
　
　
申
告
は
３
月
３１
日
ま
で
に 

申告受付・問合せ車　種

税務課市民税係または各総合支所
市民生活課

・原動機付自転車
　（125㏄以下のバイク）
・小型特殊自動車

軽自動車検査協会兵庫事務所姫路
支所�０７９－２３１－４１０１
ホームページアドレス
http://www.keikenkyo.or.jp/

・３輪・４輪の軽自動車

姫路自動車検査登録事務所
�０５０－５５４０－２０６７
ホームページアドレス
http://www.kbm.mlit.go.jp/

・２輪の軽自動車
　（１２６㏄～２５０㏄のバイク）
・２輪の小型自動車
　（２５０㏄を超えるバイク）

　

国
土
交
通
省
で
は
「
都
市
再
生

街
区
基
本
調
査
」
の
一
環
と
し
て
、

市
内
の
Ｄ
Ｉ
Ｄ
地
区
（
人
口
集
中

地
区
。
豊
岡
地
域
・
日
高
地
域
各

市
街
地
の
一
部
）
の
道
路
な
ど
に

公
共
基
準
点
と
し
て
「
街
区
基
準

点
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
街
区
基
準
点
は
、
測
量
を

行
う
と
き
に
活
用
す
る
と
正
確
な

位
置
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
公
共

事
業
や
土
地
の
登
記
簿
の
更
新
な

ど
に
役
立
つ
大
切
な
も
の
で
す
。

　

こ
の
街
区
基
準
点
が
、
４
月
１

日
か
ら「
豊
岡
市
公
共
基
準
点
」と

し
て
、
豊
岡
市
に
移
管
さ
れ
ま
す
。

　

４
月
以
降
、
次
の
場
合
は
、
農

林
水
産
課
地
籍
調
査
推
進
室
へ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
街
区
基
準
点
を
使
用
し
て
測
量

を
実
施
し
よ
う
と
す
る
場
合

②
街
区
基
準
点
付
近
で
の
工
事
施

工
等
、
基
準
点
の
保
全
に
影
響

を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
行
為

を
す
る
場
合

▽
問
合
せ　

農
林
水
産
課
地
籍
調

査
推
進
室

▲補助点（直径４cm・銀色
プラスチック製）

▲街区多角点（直径５cm・
真ちゅう製）

▲街区三角点（直径７．５cm・
真ちゅう製）

「
街
区
基
準
点
」
に
は
、

街
区
三
角
点
・
街
区
多
角

点
・
補
助
点
が
あ
り
ま
す

4
月
1
日
か
ら
 

　
公
共
基
準
点
（
街
区
基
準
点
）
が
 

　
　
　
　
国
か
ら
市
に
移
管
さ
れ
ま
す
 

〜
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
〜
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市
で
は
、
公
立

豊
岡
病
院
組
合
立

の
病
院
で
の
人
間

ド
ッ
ク
受
診
に
か

か
る
費
用
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
人
間
ド
ッ
ク
受

２０

診
助
成
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
の
で
、
対
象
者
で
希
望

の
方
は
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
者

①　

歳
以
上
の
方
（
平
成　

年
３

４０

２１

月
末
現
在
）

②
市
の
指
定
す
る
医
療
機
関
、
日

程
で
受
診
可
能
な
方

※
平
成　

年
度
か
ら
法
に
基
づ
き

２０

「
医
療
保
険
者
」
が
「
生
活
習
慣

病
予
防
と
保
健
指
導
の
た
め
」

の
基
本
健
診
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

※
豊
岡
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
以
外
の
方
（　

歳
ま
で
の

７４

方
）
は
、
必
ず
医
療
保
険
者
ま

た
は
事
業
主
に
健
診
制
度
、
助

成
に
つ
い
て
確
認
の
上
、
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

望
の
日
程
ど
お
り
に
は
な
ら
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
了
承
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

健
康
増
進

課（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　

�　

－

９
６
０
４

２４

▽
助
成
対
象
病
院　

豊
岡
病

院
、
日
高
医
療
セ
ン
タ
ー
、

出
石
医
療
セ
ン
タ
ー

▽
受
診
期
間　

４
月
〜
平
成

　

年
３
月

２１
▽
募
集
期
限　

３
月　

日（
水
）

１９

▽
申
込
方
法　

保
健
セ
ン
タ

　

ー
、
市
民
課
国
保
医
療
係
、

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

に
設
置
の「
人
間
ド
ッ
ク

受
診
の
し
お
り
」
を
ご
覧

の
上
、「
申
込
書
（
ハ
ガ

キ
）」
に
記
入
し
、
直
接
窓

口
へ
提
出
ま
た
は
郵
送
く

だ
さ
い
。

▽
そ
の
他　

申
込
み
後
、
受

診
病
院
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
（
各
病
院
の
定
員
を
超

え
た
場
合
は
、
抽
選
と
し

ま
す
）。

※
日
程
に
つ
い
て
は
、
各
病

院
ま
た
は
市
か
ら
調
整
後

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
希

※後期高齢者医療の被保険者の方の助成額は、国民健康保険と同額です。
※受診料金は、診療報酬の改定等により変更される場合があります。
※各病院のオプション検査の種類・料金は、「人間ドック受診のしおり」をご覧ください。

胃検査自己負担額市助成額
加入している
保険の種類

基本料金定員
ドック
の種類

病院名

胃透視
１８，７５０円１８，０００円国民健康保険

３６，７５０円４００人日帰り
日高医療
センター

２６，７５０円１０，０００円その他保険

胃カメラ
３１，９５０円３０，０００円国民健康保険

６１，９５０円１２０人１泊２日
４６，９５０円１５，０００円その他保険

胃透視
２１，５００円１９，０００円国民健康保険

４０，５００円１００人日帰り豊岡病院
３０，５００円１０，０００円その他保険

胃カメラ
２１，０００円１７，０００円国民健康保険

３８，０００円１００人日帰り
出石医療
センター ２８，０００円１０，０００円その他保険

▲

助成内容等

平
成　

年
度

２０

　

医
療
機
関
で
の
人
間
ド
ッ
ク
の

受
診
助
成
を
希
望
の
方
を
募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、
次
の
免
除
要
件
の
方

に
、
ご
み
処
理
手
数
料
を
免
除
し
、

ご
み
指
定
袋
を
交
付
し
ま
す
。

▽
免
除
要
件

①
加
齢
・
疾
病
に
よ
る
身
体
の
機

能
の
低
下
、ま
た
は
身
体
障
害
・

知
的
障
害
・
精
神
障
害
に
よ
り
、

日
常
生
活
を
送
る
た
め
に
半
年

以
上
継
続
し
て

「
お
む
つ
」
ま

た
は
「
尿
取
り

パ
ッ
ト
」
を
使

用
し
て
い
る
方

②
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
り
、

生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
方

▽
申
請
方
法　

生
活
環
境
課
、
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
各
総
合
支

所
市
民
生
活
課
お
よ
び
健
康
福

祉
課
に
あ
る
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
申
請
書
に
は
、

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
民
生
委

員
な
ど
の
確
認
印
が
必
要
で
す
。

▽
申
請
書
提
出
先　

生
活
環
境
課

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
生
活

課
▽
申
請
期
間　

申
請
は
年
間
を
通

じ
て
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

が
、
平
成　

年
度
分
の
当
初
申

２０

請
期
限
を
３
月　

日（
月
）ま
で

３１

と
し
ま
す
。

▽
指
定
袋
の
交
付　

後
日
免
除
決

定
通
知
書
を
申
請
者
に
送
付
し

ま
す
の
で
、

持
参
の
上
、

生
活
環
境
課

ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民

生
活
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

生
活
環
境
課
ま
た
は

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

ご
み
処
理
手
数
料
の
 

　
　
免
除
申
請
に
つ
い
て
 

〜
ご
み
指
定
袋
を
交
付
し
ま
す
〜
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合
併
の
一
元
化
調
整
に
よ
り
、

４
月
１
日
か
ら
左
表
の
と
お
り
家

庭
ご
み
の
収
集
回
数
と
収
集
日
を

一
部
変
更
し
ま
す
。
ご
み
の
排
出

の
際
に
は
十
分
注
意
く
だ
さ
い
。

　

４
月
か
ら
家
庭
ご
み
の
収
集
日

等
を
一
部
変
更
す
る
こ
と
に
合
わ

せ
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ご
と
に
統
一

し
た
デ
ザ
イ
ン
の
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
「
看
板
」
を
設
置
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
看
板
に
は
、
収
集
曜
日
等

は
表
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

家
庭
ご
み
を
排
出
さ
れ
る
際
に
は
、

今
回
配
布
し
ま
し
た
家
庭
ご
み
収

集
計
画
表（
Ａ
３
版
）を
確
認
の
上
、

排
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　

家
庭
ご
み
の
収
集

は
、
午
前
８
時
か
ら

行
う
こ
と
と
し
て
い

ま
す
が
、
１
日
か
け

て
収
集
を
行
う
た
め
、

地
区
に
よ
っ
て
収
集
時
間
が
異
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
同
一
地
区
に
お
い
て
も
、

収
集
す
る
ご
み
量
や
そ
の
日
の
都

合
に
よ
っ
て
、
収
集
時
間
が
大
き

く
ず
れ
込
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

よ
く
、
市
民
の
方
か
ら
「
ご
み

を
業
者
が
取
り
残
し
て
い
る
」
と

の
苦
情
を
い
た
だ
き
ま
す
が
、
調

べ
て
み
る
と
業
者
が
通
過
し
て
か

ら
排
出
さ
れ
た
例
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。
各
地
域
の
収
集
時
間
を
約
束

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

家
庭
ご
み
は
必
ず
「
午
前
８
時
ま

で
」
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

４
月
１
日
か
ら
下

表
の
と
お
り
、
ご
み

収
集
･
運
搬
委
託
業

者
が
一
部
変
更
と
な

り
ま
す
。

　

委
託
業
者
は
、
自
社
の
車
両
で
、

家
庭
ご
み
の
収
集
と
運
搬
を
行
い

ま
す
の
で
、
市
全
体
の
中
で
は
車

両
が
統
一
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
４
月
１
日
か
ら
家
庭

ご
み
の
収
集
運
搬
作
業
を
実
施
し

て
い
る
時
に
は
、
市
の
指
定
し
た

「
黄
色
い
ス
テ
ッ
カ
ー
」
を
両
側

の
ド
ア
に
表
示
す
る
こ
と
を
義
務

付
け
ま
す
。

　

な
お
、
近
年
、
部
外
者
に
家
庭

ご
み
が
抜
き
取
ら
れ
る
な
ど
の
事

例
が
多
発
し
て
い
ま
す
の
で
、
ス

テ
ッ
カ
ー
の
表
示
の
な
い
車
両
が
、

家
庭
ご
み
の
収
集
を
行
っ
て
い
る

現
場
を
見
か
け
た
場
合
は
、
車
両

ナ
ン
バ
ー
等
を
控
え
、
連
絡
く
だ

さ
い
。

4
月
1
日
か
ら

家
庭
ご
み
の
収
集
日
等
を

一
部
変
更
し
ま
す

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

　

統
一
し
た
看
板
を

新
た
に
設
置
し
ま
す

家
庭
ご
み
は

必
ず「
午
前
8
時
ま
で
」に

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

出
し
て
く
だ
さ
い

ご
み
収
集
・
運
搬
作
業
中
の

委
託
業
者
は

　
「
黄
色
い
ス
テ
ッ
カ
ー
」

を
表
示
し
て
い
ま
す

《
問
合
せ
》
生
活
環
境
課

収集日収集回数収集品目

　今回の市広報と同時配布

した「平成２０年度家庭ごみ収
集計画表（Ａ３版）」をご覧く
ださい。

週２回燃やすごみ

月１回燃やさないごみ

月１回びん・かん

月１回ペットボトル

月１回紙製容器包装

月２回プラスチック製容器包装

ご
み
・
資
源
 

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
 

決
め
ら
れ
た
収
集
日
の
午
前
8
時
ま
で
に
出
し
ま
し
ょ
う
 
豊岡市○○区 
ＳＴＮｏ ○○  

▲統一した看板

委託業者地域名

西村建設工業㈱／㈲五洋商事豊岡地域（港地区を除く）

㈱マツバラ城崎地域・港地区

㈲浜上商会竹野地域

植田清掃社日高地域

㈱但馬環境出石地域

㈲但東クリーンセンター但東地域

豊岡市家庭ごみ 
収集運搬作業車 
会　社　名 

〈ステッカーの表示例〉

家
庭
ご
み
の
収
集
の

家
庭
ご
み
の
収
集
の
 

　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
お
知
ら
せ
 

家
庭
ご
み
の
収
集
の

家
庭
ご
み
の
収
集
の
 

　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
お
知
ら
せ
 

家
庭
ご
み
の
収
集
の
 

　
　
　
　
　
お
知
ら
せ
 

▲「平成２０年度家庭ごみ収集計画
表（Ａ３版）」（例）
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地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う 

■
温
室
効
果
ガ
ス
と
は

　

大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
や
メ
タ

ン
ガ
ス
は
、
太
陽
か
ら
の
熱
を
地

球
に
封
じ
込
め
、
地
表
を
暖
め
る

働
き
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
が
人

為
的
な
要
因
で
大
気
中
に
蓄
積
し
、

平
均
気
温
が
短
期
間
で
急
速
に
上

昇
す
る
現
象
を
私
た
ち
は
「
地
球

温
暖
化
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

１
９
９
８
年
に
制
定
さ
れ
た
地

球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る

法
律
の
中
で
、
二
酸
化
炭
素
、
メ

タ
ン
、
一
酸
化
二
窒
素
、
代
替
フ

ロ
ン
等
の
６
種
類
の
ガ
ス
が
温
室

効
果
ガ
ス
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

■
９
割
以
上
が
二
酸
化
炭
素

　

日
本
で
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の

９
割
以
上
を
二
酸
化
炭
素
が
占
め

て
お
り
、
そ
の
内
、
経
済
活
動
や

日
常
生
活
に
密
接
に
関
係
す
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
に
よ
る
も
の
が
、

全
排
出
量
の
９
割
弱
を
占
め
て
い

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
地
球
温
暖

化
問
題
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
で
あ

る
と
い
え
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
の
二
酸
化
炭
素
の

排
出
量
は
、
ア
メ
リ
カ
、
中
国
、

ロ
シ
ア
に
次
ぐ
世
界
第
４
位
で
あ

り
、
日
本
は
地
球
温
暖
化
対
策
に

大
き
な
責
任
を
負
っ
て
い
ま
す
。

■
地
球
温
暖
化
の
影
響

　

地
球
温
暖
化
は
ど
の
よ
う
な
問

題
を
招
く
の
で
し
ょ
う
か
。

①
気
象
へ
の
影
響

　

気
象
の
変
動
に
よ
り
、
世
界
各

地
で
水
害
や
渇
水
の
危
険
性
が
増

加
し
ま
す
。
ハ
リ
ケ
ー
ン
や
台
風

が
大
型
化
し
て
き
て
い
る
の
も
温

暖
化
の
影
響
で
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

②
自
然
生
態
系
へ
の
影
響

　

急
激
な
温
度
変
化
に
対
応
で
き

な
い
多
く
の
動
植
物
の
種
が
絶
滅

の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
、
食
物
連
鎖

の
頂
点
に
い
る
人
間
の
生
存
が
脅

か
さ
れ
ま
す
。

③
農
業
へ
の
影
響

　

異
常
気
象
に
よ
り
地
球
レ
ベ
ル

で
農
業
被
害
が
生
じ
、
現
在
の
地

球
人
口
を
賄
う
食
料
調
達
が
困
難

に
な
り
ま
す
。

④
海
水
面
の
上
昇

　

海
水
の
膨
張
や
氷
河
の
溶
解
に

よ
り
、
海
水
面
が
上
昇
し
、
沿
岸

部
が
水
没
し
ま
す
。
ツ
バ
ル
な
ど

国
ご
と
水
没
す
る
危
険
性
の
あ
る

地
域
も
あ
り
ま
す
。

⑤
健
康
へ
の
影
響

　

赤
道
周
辺
地
域
の
風
土
病
が
、

日
本
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
で
発

生
す
る
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。

■
世
界
的
な
人
口
の
増
加

　

現
在
、
日
本
や
欧
米
な
ど
は
、

少
子
化
に
よ
り
人
口
は
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、
地
球
規
模
で
は

人
口
は　

億
人
を
超
え
、
今
後
も

６６

そ
の
数
は
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
に
伴
う

急
激
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
増

加
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
大
量
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
消
費
し
て
い
る
の
は
、
人
口
が

増
加
し
て
い
る
発
展
途
上
国
で
は

な
く
、
日
本
や
欧
米
諸
国
な
ど
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
、

未
来
の
た
め
に
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
見
直
し
が

求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

環
境
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
市
の
取
組
み
な
ど
を
シ
リ
ー
ズ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

《
問
合
せ
》
生
活
環
境
課

より良い環境を次の世代へ 
「6つの合言葉」 ２ 環境基本計画 

私たちが、いつも環境を考えて行動できるように、次の６つの合言葉を設けました。 
《問合せ》コウノトリ共生課 

①もったいない 
　昔から日本人は、物を無駄に
したり、人から物をもらったら、｢も
ったいない｣と感謝する心を持ち、
物をとても大切にしてきました。 

②ばちがあたる 
　台風や地震など自然の大きな
力や目に見えない力に対して、
おそれの念を持つ謙虚な心のこ
とです。環境に負荷を与える行
動にブレーキをかける言葉です。 

③ちょっとでも 
　地球温暖化など大きな課題に
対しては、一人ひとりの小さな
行動は、やっても無駄だと思わ
れがちですが、｢ちょっとでも｣で
きることの積み重ねが大切です。 

④つなぐ 
　個人や企業など、それぞれ個々
の取組みでは実現困難なことも、
他者と｢つながる｣ことで、大き
な取組みになり、成果も得られ
ます。 

⑤心地よい 
　｢もったいない｣や｢ちょっとで
も｣の取組みから成果が得られ
たり、他者とつながったり、自然
とふれあうことで、日々の暮らし
を楽しむことができれば｢心地
よい｣と感じられます。 

⑥自信・誇り 
　環境を良くする取組みから成
果が生まれ、それが外部から評
価されると自信がつきます。さ
らに、自分の行動に誇りが持て
れば、次の取組みにつながって
いきます。 
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市
で
は
、
市
税
納
付
の
公
平
性

の
確
保
と
、
滞
納
処
分
の
執
行
に

よ
り
滞
納
税
額
の
減
少
を
目
指
す

と
と
も
に
、
市
民
の
安
心
・
安
全

な
生
活
に
資
す
る
た
め
、
１
月　
２３

日
、「
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
金
利
」の
過

払
い
金
の
差
押
を
執
行
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
税
な
ど
の
滞
納
者

が
法
定
利
息
を
超
え
て
消
費
者
金

融
に
支
払
っ
た
い
わ
ゆ
る
「
グ
レ
ー

ゾ
ー
ン
金
利
」
の
過
払
い
金
と
損

害
金
の
不
当
利
息
返
還
請
求
権
、

お
よ
び
こ
れ
に
対
す
る
債
権
差
押

通
知
書
到
達
日
ま
で
の
年
５
分
の

割
合
に
よ
る
利
息
の
支
払
請
求
権

を
差
し
押
さ
え
る
も
の
で
す
。
こ

の
取
組
み
は
市
で
は
初
め
て
で
、

兵
庫
県
内
の
市
町
で
は
３
番
目
と

な
り
ま
す
。

　

差
押
金
額
か
ら
滞
納
額
を
差
し

引
い
た
残
額
は
滞
納
者
へ
返
還
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

１
月　

日
、
清
滝
地
区
公
民
館

２１

内
に
県
民
交
流
広
場
が
完
成
し
、

区
長
・
行
政
関
係
者
・
地
元
関
係

者
な
ど
が
集
り
、
同
公
民
館
で
開

設
披
露
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
県
の
県
民
交
流
広
場

事
業
の
補
助
を
受
け
、
調
理
室
の

増
築
と
既
存
の
調
理
室
を
交
流
広

場
「
き
よ
た
き
」
と
し
て
改
修
し

た
も
の
で
、
今
後
、
子
ど
も
を
は

じ
め
多
く
の
人
が
集
い
、
放
課
後

子
ど
も
教
室
や
公
民
館
事
業
な
ど

の
取
組
み
が
活
発
に
行
わ
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
、
オ
ー
プ
ン
を
祝
っ
て
、

清
滝
地
区
公
民
館「
大
正
琴
教
室
」

の
皆
さ
ん
が「
千
の
風
に
な
っ
て
」

な
ど
の
曲
を
披
露
し
、
集
ま
っ
た

関
係
者
は
優
し
い
音
色
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

清
滝
地
区
公
民
館
に
県
民
交
流
広
場
を
開
設

公
民
館
活
動
や
子
育
て
支
援
に
有
効
活
用

グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
金
利
過
払
い
金
の
差
押
を
執
行

自
主
財
源
確
保
に
市
を
挙
げ
て
取
り
組
む

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

【
１
月
】

　

日
・
中
国
教
育
関
係
者
視
察
団

２２

来
市（
〜　

日
）

２３

　

日
・
北
但
広
域
療
育
セ
ン
タ
ー

２３

建
築
工
事
安
全
祈
願
祭

　
　

・
豊
岡
市
防
災
会
議
・
豊
岡

市
国
民
保
護
協
議
会

　
　

・
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
金
利
の
過

払
い
金
差
押
を
執
行

　

日
・
清
滝
地
区
公
民
館
県
民
交

２１

流
広
場
開
設
披
露
式

　

日
・
国
際
ス
キ
ー
連
盟
ス
キ
ー

２４

大
会
開
会
式（
奥
神
鍋
ス

キ
ー
場
）

　
　

・
西
宮
市
へ
神
鍋
高
原
の
雪

を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

日
・
韓
国
慶
州
市
東
川
初
等
学

２８

校
の
国
際
交
流
体
験
学
習

使
節
団
来
市（
〜　

日
）

３０

　

日
・
豊
岡
市
総
合
健
康
ゾ
ー
ン

３０

整
備
運
営
事
業
審
査
委
員

会
答
申

【
２
月
】

１
日
・
有
料
広
告
事
業
募
集
開
始

２
日
・
こ
こ
ろ
を
つ
な
ぐ
市
民
集

会

　
　

・
〝
元
気
ひ
だ
か
〞
神
鍋
冬

ま
つ
り

９
日
・
豊
岡
市
保
育
協
会
保
育
研

修
大
会

　

日
・
但
馬
の
医
療
体
制
に
係
る

１０

説
明
会

　

日
・
植
村
直
己
冒
険
賞
発
表

１２

　

１
月　

〜　

日
ま
で
の
３
日
間
、

２８

３０

韓
国
慶
州
の
東
川
初
等
学
校
国
際

交
流
体
験
学
習
使
節
団　

人
（
児

３４

童　

人
、
引
率
４
人
）
が
出
石
を

３０
訪
問
し
ま
し
た
。

　

同
市
と
出
石
地
域
は
、
平
成
３

年
に
国
際
友
好
親
善
都
市
宣
言
を

調
印
し
て
か
ら
相
互
に
国
際
交
流

を
深
め
て
お
り
、
同
市
か
ら
の
児

童
の
訪
問
は　

回
目
と
な
り
ま
す
。

１１

　
　

日
、
寺
坂
小
学
校
で
開
催
さ

２９
れ
た
歓
迎
式
で
、
児
童
会
長
の
久

木
田
知
矢
く
ん（
６
年
）が
「
僕
た

ち
が
楽
し
み
に
し
て
い
た
日
が
来

ま
し
た
。
文
化
は
違
い
ま
す
が
互

い
に
理
解
し
て
交
流
を
深
め
た
い

で
す
」
と
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
る

と
、
使
節
団
を
代
表
し
て 
朴 　
 
駿 

パ
ク 

ジ
ュ
ン

 
賢 
く
ん（
６
年
）が
「
故
郷
を
離
れ

ヒ
ョ
ン

て
日
本
に
来
る
こ
と
に
不
安
は
あ

り
ま
し
た
が
、
無
事
に
着
い
て
皆

さ
ん
の
顔
を
見
る
と
安
心
し
ま
し

た
。
こ
の
出
会
い
を
大
切
に
し
た

い
で
す
」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。

　

歓
迎
式
の
後
、
寺
坂
幼
稚
園
・

小
学
校
の
園
児
・
児
童
ら
と
東
川

初
等
学
校
の
児
童
ら
は
、
ゲ
ー
ム

や
合
唱
、
昼
食
な
ど
で
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
使
節
団
一
行
は
、
出

石
地
域
内
の
小
学
校
児
童　

家
庭

１４

に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、　

日
に
大

３０

阪
を
見
学
し
た
後
、　

日
に
帰
路

３１

に
着
き
ま
し
た
。

▲大正琴教室の皆さんの演奏に聞き入る関
係者ら

韓
国 
慶
州
市
東
川 
初
等
学
校
国
際
交
流
体
験
学
習
使
節
団
が
来
市

キ
ョ
ン
ジ
ュ
シ
ト
ン
チ
ョ
ン

異
文
化
に
触
れ
る
出
会
い
を
大
切
に

▲たて笛で曲を披露する東川初等学
校の児童たち

▲けん玉に挑戦する
東川初等学校の児
童たち
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２
月
５
日
、
中
筋
小
学
校
で
、

㈱
カ
ネ
カ
の
ソ
ー
ラ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
業
部（
大
阪
市
）に
勤
務
す
る
工

学
博
士
の
新
田
佳
照
さ
ん
を
講
師

に
招
き
、
地
球
温
暖
化
と
太
陽
光

発
電
に
つ
い
て
の
出
前
授
業
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、社
会
貢
献
活
動
の
一
環

と
し
て
、太
陽
電
池
を
作
る
㈱
カ
ネ

カ
ソ
ー
ラ
ー
テ
ッ
ク（
神
美
台
）か
ら
、

市
教
育
委
員
会
へ
の
働
き
か
け
に

よ
り
、
環
境
学
習
の
た
め
に
市
内

の
学
校
で
初
め
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
５
・
６
年
生　

人
が
、

３１

地
球
温
暖
化
や
太
陽
光
発
電
の
仕

組
み
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

身
近
な
生
活
用
品
で
電
気
を
作
る

実
験
を
し
ま
し
た
。

　

実
験
で
は
、
風
車
の
羽
を
う
ち

わ
で
あ
お
い
で
回
し
、
発
光
ダ
イ

オ
ー
ド（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）を
点
灯
さ
せ
る

風
力
発
電
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
は
、「
風
力
発
電

で
電
気
を
お
こ
す
こ
と
は
大
変
」

と
話
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
切
さ

を
実
感
し
ま
し
た
。

　

こ
の
出
前
授
業
は
、
３
月
に
も

市
内
２
校
で
実
施
し
、
来
年
度
以

降
も
継
続
す
る
予
定
で
す
。

　

１
月　

日
・　

日
の
２
日
間
、

２２

２３

近
畿
運
輸
局
が
す
す
め
て
い
る
修

学
旅
行
の
誘
致
な
ど
を
図
る
「
ビ

ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
地
方
連
携
事
業
の
一
環
と
し

て
、
中
国
の
教
育
関
係
者
や
現
地

報
道
関
係
者
ら　

人
が
豊
岡
を
訪

１９

れ
ま
し
た
。

　

視
察
団
は
、 北
京 
市
、 山  
東  
省 
な

ペ
キ
ン 

サ
ン 
ト
ウ 
シ
ョ
ウ

ど
の
中
学
校
や
外
国
語
学
校
な
ど

の
校
長
、
副
校
長
、
新
聞
や
テ
レ

ビ
局
の
記
者
な
ど
で
、　

日
は
、

２２

但
東
町
奥
藤
の
農
家
民
宿「
善
」で
、

古
風
な
造
り
の
建
物
を
見
な
が
ら

農
村
の
雰
囲
気
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

夜
は
、
城
崎
温
泉
に
宿
泊
し
、

外
湯
め
ぐ
り
を
初
体
験
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、　

日
は
県
立
コ
ウ
ノ
ト

２３

リ
の
郷
公
園
で
、
中
貝
市
長
か
ら

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野
生
復
帰
事
業
を

通
じ
て
市
が
取
り
組
む
環
境
保
全

と
経
済
発
展
の
両
立
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

説
明
を
受
け
た
一
行
は
、「
中
国

も
環
境
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る

の
で
、
豊
岡
に
見
習
う
点
は
多
い
。

今
度
は
学
生
を
連
れ
て
来
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

中
筋
小
学
校
で「
地
球
温
暖
化
と
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
」の
出
前
授
業
を
実
施

環
境
学
習
で
電
気
を
作
る
仕
組
み
を
体
験

中
国
教
育
関
係
者
視
察
団
来
市

豊
岡
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
通
じ
環
境
保
全
活
動
を
学
ぶ ▲うちわで風を送り、風力発電の実

験をする児童たち

中
貝
市
長
の
徒
然
日
記 

中
貝
市
長
の
徒
然
日
記 

6

同
じ
で
あ
る
と
い
う
こ
と 

　

や
や
旧
聞
に
属
し
ま
す
が
、
昨

年
１
月
、
豊
岡
か
ら
バ
ス
２
台
で

名
古
屋
の
御
園
座
に
行
き
ま
し
た
。

川
中
美
幸
さ
ん
主
演
の
大
石 
理  
玖 
り 

く

の
芝
居
が
あ
っ
た
の
で
す
。 
内  
蔵 

く
ら 
の

 
助 
役
は
田
村　
亮
さ
ん
で
し
た
。

す
け

　

道
中
、
車
窓
か
ら
外
の
景
色
を

眺
め
な
が
ら
、「
日
本
は
何
と
い
う

つ
ま
ら
な
い
国
を
作
っ
て
き
た
の

だ
」
と 
愕  
然 
と
し
ま
し
た
。
こ
こ

が
く 
ぜ
ん

が
大
阪
な
の
か
名
古
屋
な
の
か
、

は
た
ま
た
別
の
町
な
の
か
、
区
別

の
つ
か
な
い
街
並
み
が
の
っ
ぺ
り

と
続
い
て
い
た
か
ら
で
す
。
そ
の

地
の
固
有
の
歴
史
や
伝
統
を
捨
て
、

古
い
も
の
を
壊
し
、
ひ
た
す
ら
同

じ
よ
う
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
景
観

を
作
っ
て
き
た
。
こ
ん
な
国
は
、

世
界
の
中
で
文
化
的
に
存
在
す
る

価
値
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
い

う
気
す
ら
し
ま
し
た
。

　

他
方
、
お
芝
居
の
ほ
う
は
、
堪

能
し
ま
し
た
。
長
男
の 
主
税 
は
内

ち 
か 
ら

蔵
助
と
一
緒
に
討
ち
入
り
を
果
た

す
の
で
す
が
、
次
男
の 
吉  
千  
代 
は

き
ち 
ち 

よ

連
座
を
免
れ
る
た
め
に
仏
門
に
入

れ
ら
れ
、
母
を
恋
な
が
ら
若
く
し

て
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
会
い
た

さ
が
募
っ
て
「
母
上
様
、
母
上
様
」

と
何
度
も
書
き
記
す
吉
千
代
の
気

持
ち
、
理
玖
の
わ
が
子
を
思
う
気

持
ち
、
離
れ
離
れ
の
親
子
に
「
ふ

び
ん
じ
ゃ
あ
」
と
叫
ぶ
祖
父
の
気

持
ち
。
芝
居
の
こ
と
と
は
い
え
、

３
０
０
年
前
も
今
も
き
っ
と
同
じ

な
ん
だ
ろ
う
な
、
と
思
い
な
が
ら
、

涙
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　

片
や
同
じ
で
あ
る
こ
と
の
つ
ま

ら
な
さ
。
片
や
同
じ
で
あ
る
こ
と

の
感
動
。

　

そ
の
地
に
固
有
の
自
然
、
歴
史
、

伝
統
、
文
化
に
根
ざ
し
て
ま
ち
の

個
性
を
際
立
た
せ
、来
訪
者
に「
違

う
こ
と
」
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

な
が
ら
、
同
じ
人
と
し
て
の
共
感

を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
も

て
な
す
。
そ
ん
な
ま
ち
を
つ
く
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年　

月
、
出
石
が
国
の
重
要

１２

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選

定
さ
れ
ま
し
た
。
出
石
の
人
た
ち

が
自
分
た
ち
の
歴
史
や
伝
統
を
大

切
に
し
て
き
た
、
そ
の
こ
と
自
体

が
共
感
を
呼
ぶ

に
違
い
な
い
、

豊
岡
の
こ
の
道

は
間
違
っ
て
い

な
い
。
改
め
て

そ
う
思
い
ま
す
。

▲コウノトリを視察する中国教育関係者視
察団一行（県立コウノトリの郷公園）
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１
月　

日
か
ら
２
月　

日
ま
で
の
約
１
カ
月
間
、

３１

２６

二
人
展
「
こ
う
の
と
り
の
写
真
と
切
り
絵
」
が
城
崎

文
芸
館
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
期
間
中
は
、
今
井

隆
男
さ
ん（
一
日
市
）と
伊
賀
二
郎
さ
ん
（
城
崎
町
湯

島
）
が
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
テ
ー
マ
に
し
た
写
真
や
切

り
絵
な
ど
、
計　

点
を
展
示
し
ま
し
た
。

５４

　

今
井
さ
ん
は
、
愛
情
を
注
い
で
子
育
て
を
す
る
つ

が
い
や
、
豊
岡
の
自
然
の
中
で
生
き
抜
く
コ
ウ
ノ
ト

リ
の
写
真
を
展
示
。伊
賀
さ
ん
は
、黒
色
の
紙
を
カ
ッ

タ
ー
ナ
イ
フ
で
切
り
抜
き
、
色
の
着
い
た
和
紙
を
重

ね
合
わ
せ
て
、
湿
地
や
夕
焼
け
と
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
表

現
し
た
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

入
館
者
は
、作
品
の
前
で
足
を
止
め
、心
の
こ
も
っ

た
作
品
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

２
月
２
日
、
知
的
障
害
者
通
所
授
産
施
設
と
よ
お

か
作
業
所
「
郷
・
と
ー
ぷ
」、「
愛
・
と
ー
ぷ
」
と
豊

岡
こ
う
の
と
り
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
も
ち
つ
き
交

流
会
が
、「
愛
・
と
ー
ぷ
」（
上
陰
）で
開
催
さ
れ
、
両

施
設
利
用
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
約
１
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
の
も
ち
つ
き
で
は
、
参
加
者
が
順
に
「
ヨ
イ

シ
ョ
、
ヨ
イ
シ
ョ
」
の
掛
け
声
に
合
せ
て
き
ね
を
振

り
、
つ
き
あ
が
っ
た
も
ち
を
き
な
粉
や
お
ろ
し
で
味

わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
午
後
か
ら
は
、
職
員
に
よ
る

獅
子
舞
や
豆
ま
き
、
ま
た
、
豊
岡
こ
う
の
と
り
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
寸
劇
「
ね
ず
み
の
嫁
入
り
」
を
披

露
し
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

２
月
５
日
、
竹
野
子
育
て
セ
ン
タ
ー
で
は
、
節
分

に
ち
な
ん
で
豆
ま
き
が
行
わ
れ
、
親
子　

組　

人
が

２４

５３

参
加
し
ま
し
た
。

　

親
子
は
、
初
め
に
画
用
紙
を
使
っ
て
鬼
の
お
面
と

豆
を
入
れ
る
枡
を
作
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
お

面
を
着
け
て
楽
し
ん
で
い
る
と
、
突
然
、
悪
い
鬼
が

現
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
、
驚
き
な
が
ら
も
鬼
に
向
け

て
大
き
な
声
で「
鬼
は
外
」と
豆
を
投
げ
つ
け
て
外
に

追
い
払
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
福
の
神
が
良
い
鬼
に

な
っ
た
鬼
と
一
緒
に
登
場
し
、
福
豆
を
ま
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
門
野
千
尋
ち
ゃ
ん（
５
歳
）は
「
豆
ま
き

は
楽
し
か
っ
た
」
と
話
し
、
豆
ま
き
後
は
、
み
ん
な

で
豆
を
食
べ
て
、
１
年
の
健
康
を
祈
り
ま
し
た
。

▲ズラリと並んだ作品に時間を忘れて見入る入館者

▲交替しながら順にもちをつく参加者たち

節
分
「
豆
ま
き
」

福
豆
た
く
さ
ん
拾
っ
た
よ ▲福の神と良い鬼になった鬼がまく福豆を拾って喜ぶ

子どもたち

と
よ
お
か
作
業
所
も
ち
つ
き
交
流
会

ヨ
イ
シ
ョ
、ヨ
イ
シ
ョ

お
い
し
い
も
ち
が
つ
け
た
か
な

二
人
展「
こ
う
の
と
り
の
写
真
と
切
り
絵
」

さ
ま
ざ
ま
な
表
情
を
み
せ
る

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
ズ
ラ
リ
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まちの情報などがありましたら、秘書広
報課広報広聴係まで連絡ください。

　

２
月
２
日
、
人
権
に
つ
い
て
考
え
る
場
と
し
て
、

こ
こ
ろ
を
つ
な
ぐ
市
民
集
会
を
、
出
石
文
化
会
館
ひ

ぼ
こ
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

人
権
作
文
の
朗
読
発
表
で
は
、喜
多
亮
介
く
ん（
弘

道
小
５
年
）
が
「
周
り
の
人
を
思
い
や
り
、
支
え
合
っ

て
い
け
る
よ
う
心
が
け
ま
す
」、
鈴
木
拓
資
さ
ん（
出

石
中
１
年
）が「
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
く
心
を
育
て

て
い
き
ま
す
」
と
力
強
く
発
表
し
、
人
権
の
大
切
さ

を
強
調
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
教
育
サ
ポ
ー
タ
ー
の

仲
島
正
教
さ
ん
が
「
あ
ー
よ
か
っ
た
な　

あ
な
た
が

い
て
〜
『
優
し
さ
』
と
い
う
温
か
い
貯
金
」
と
題
し

た
講
演
を
行
い
、
集
ま
っ
た
人
々
は
人
権
の
大
切
さ
、

共
に
生
き
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
に
つ
い
て
、
思
い

を
め
ぐ
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

　

１
月　

日
、
西
宮
市
立
平
木
小
学
校
に
、
神
鍋
高

２４

原
か
ら　

ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
２
台
分
の
雪
が
贈
ら
れ
ま

１１

し
た
。
こ
の
事
業
は
、
日
高
文
化
体
育
館
の
竣
工
記

念
演
奏
会
に
、
西
宮
市
吹
奏
楽
団
が
出
演
し
た
こ
と

を
機
に
、
豊
岡
の
自
然
を
体
感
し
て
も
ら
お
う
と
市

が
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
、
豊
岡
市
日
高

文
化
協
会
が
中
心
と
な
り
、
日
高
地
域
の
文
化
・
経

済
団
体
の
協
力
を
受
け
、
継
続
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

校
庭
に
雪
が
降
ろ
さ
れ
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
雪

に
駆
け
寄
り
、ミ
ニ
雪
だ
る
ま
を
作
っ
た
り
、雪
合
戦

を
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。
１
年
生
の
宮
内
杏
実
ち
ゃ

ん
は「
冷
た
か
っ
た
け
れ
ど
、雪
だ
る
ま
が
作
れ
て
楽

し
か
っ
た
」
と
満
面
の
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲校庭に積まれた雪山に登り雪遊びを楽しむ児童たち

　

２
月
９
日
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
を
前
に
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
を
使
っ
た
お
菓
子
作
り
が
合
橋
地
区
公
民
館

で
行
わ
れ
、
子
ど
も
や
大
人　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

１１

　

初
め
に
板
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
手
で
割
り
、
湯
せ

ん
で
溶
か
し
、そ
こ
に
バ
タ
ー
・
卵
・
砂
糖
・
小
麦
粉
を

加
え
て
オ
ー
ブ
ン
で
焼
い
た
「
チ
ョ
コ
マ
フ
ィ
ン
」

を
、
次
に
生
ク
リ
ー
ム
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
混
ぜ
合

わ
せ
た
「
ム
ー
ス
・
オ
・
シ
ョ
コ
ラ
」
を
作
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
二
位 
和  
希 
さ
ん
（
合
橋
小
６
年
）
は

か
ず 
き

「
チ
ョ
コ
を
混
ぜ
る
の
が
大
変
で
し
た
。
作
っ
た
お

菓
子
は
家
族
み
ん
な
で
食
べ
ま
す
」
と
話
し
、
愛
情

を
込
め
て
作
っ
た
バ
レ
ン
タ
イ
ン
チ
ョ
コ
の
お
菓
子

を
渡
す
日
が
待
ち
遠
し
そ
う
で
し
た
。

▲愛情を込めてバレンタインチョコのお菓子を作る参
加者たち

こ
こ
ろ
を
つ
な
ぐ
市
民
集
会

人
権
の
大
切
さ
を
今
一
度 ▲自身の教育経験を例に挙げながら講演する仲島さん

西
宮
市
へ
雪
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

今
年
も
届
け
た
よ
！

神
鍋
の
雪
に
大
喜
び

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
使
っ
た
お
菓
子
作
り

愛
情
た
っ
ぷ
り

お
い
し
く
な
あ
れ
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豊
岡
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
方
が
講
師
と
し
て
登

録
し
、「
日
本
語
教
室
」
で
は
、
現

在
、　

人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活

１１

動
し
て
い
ま
す
。
同
教
室
は
、
ほ

ぼ
毎
日
の
よ
う
に
市
役
所
で
開
催

さ
れ
、
メ
ン
バ
ー
が
連
携
し
て
教

室
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
講
師
を
務
め
て
い
る
河

本
美
代
子
さ
ん
は
、
持
ち
前
の
笑

顔
と
分
か
り
や
す
い
指
導
方
針
で

受
講
生
か
ら
厚
い
信
頼
を
得
て
い

ま
す
。

　

河
本
さ
ん
が
日
本
語
の
講
師
を

夢
見
は
じ
め
た
の
は
、
中
学
生
の

時
。
英
語
教
師
と
し
て
来
日
し
た

外
国
人
の
方
を
見
て
、「
自
分
も
海

外
で
日
本
語
を
教
え
て
み
た
い
」

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
高

校
卒
業
後
、大
阪
外
国
語
大
学（
現

在
は
大
阪
大
学
と
統
合
）
に
進
学

し
、
日
本
語
を
専
攻
し
ま
し
た
。

　

入
学
後
、
ま
ず
は
、
ス
ペ
イ
ン

語
な
ど
の
外
国
語
を
習
得
し
、
そ

の
後
、
日
本
語
に
つ
い
て
広
く
深

く
研
究
し
て
い
き
ま
し
た
。
４
回

生
に
な
る
と
１
年
間
休
学
し
、
海

外
留
学
に
も
挑
戦
。
留
学
先
で
は

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、
日
本
語
の
講

師
を
務
め
な
が
ら
、
地
元
の
人
た

ち
と
交
流
を
深
め
、
自
己
研
鑽
し

ま
し
た
。

　

大
学
卒
業
後
、
中
国
で
１
年
間
、

日
系
企
業
で
働
く
中
国
人
ス
タ
ッ

フ
に
日
本
語
を
教
え
、
そ
の
後
、

神
戸
の
日
本
語
会
話
学
校
で
講
師

を
務
め
て
い
ま
し
た
。

　

平
成　

年
６
月
、
結
婚
し
て

１６

引
っ
越
し
て
き
た
豊
岡
で
も
、「
日

本
語
講
師
と
し
て
役
立
ち
た
い
」

と
の
思
い
か
ら
、
力
を
発
揮
で
き

る
場
を
探
し
、
豊
岡
市
国
際
交
流

協
会
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、

日
本
語
教
室
の
存
在
を
知
る
こ
と

に
。「
考
え
る
よ
り
も
、ま
ず
行
動
」

と
い
う
性
格
も
あ
っ
て
、
翌
月
に

は
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

河
本
さ
ん
が
理
想
と
す
る
講
師

像
は
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
生
活

に
合
わ
せ
て
役
に
立
つ
話
題
や
言

葉
を
取
り
入
れ
、
こ
れ
か
ら
も
日

本
語
の
勉
強
を
続
け
た
い
と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
教

室
が
で
き
る
講
師
で
す
。
ま
た
、

教
え
る
こ
と
は
学
ぶ
こ
と
、
そ
し

て
、
自
分
の
楽
し
み
で
も
あ
る
と

感
じ
な
が
ら
日
々
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。

　

河
本
さ
ん
は
、
１
児
の
母
で
も

あ
り
ま
す
。
育
児
に
講
師
に
と
多

忙
な
毎
日
を
支
え
る
の
は
、
家
族

の
理
解
と
協
力
で
す
。「
家
族
の
支

え
が
な
け
れ
ば
私
の
活
動
は
実
現

し
ま
せ
ん
」
と
話
す
河
本
さ
ん
の

自
宅
は
、
時
に
日
本
語
教
室
の
会

場
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
同

じ
年
代
の
子
を
持
つ
外
国
人
の
母

親
が
集
ま
り
、
交
流
の
場
に
も

▲結婚後、姫路から豊岡に移住し、豊岡市
国際交流協会の「日本語教室」で日本語
指導ボランティアとして活動している
河本さん。明るい性格が印象的。趣味は、
海外旅行と１９６０年代の音楽を聴くこと

　豊岡市国際交流協会では、豊岡に住む外国人の方々を対象に日本語
教室を開催しています。同教室で日本語指導ボランティアとして活動
している一人の女性を紹介します。

教室から広がる交流の輪
豊岡に愛着を持って

河本美代子さん（３２歳）妙楽寺在住

▲海外で日本語を教え、生徒たちと交流する河本
さん

な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
教
室
で
生
徒
が
日
本
語
を
学

ぶ
理
由
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
自
己
研

鑽
の
た
め
で
は
な
く
、
こ
こ
豊
岡

で
生
活
す
る
た
め
で
す
。
同
教
室

に
は
、
豊
岡
に
住
む
そ
う
し
た
外

国
人
の
方
々
が
集
い
、
日
々
、
学

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

河
本
さ
ん
は
「
豊
岡
で
生
活
す

る
外
国
人
の
方
々
は
年
々
増
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
私
た
ち

の
活
動
は
も
っ
と
大
切
に
な
っ
て

き
ま
す
。
せ
っ
か
く
世
界
中
か
ら

豊
岡
に
来
て
も
ら
っ
た
の
で
、
こ

の
ま
ち
に
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で

す
」
と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

教
室
で
は
講
師
と
生
徒
で

も
普
段
は
友
達　
　
　
　

経
験
を
活
か
し
て
日
本
語

指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ　

▲

生
徒
一
人
ひ
と
り
に
分
か
り
や
す
く

教
え
る
河
本
さ
ん

出
会
い
と
交
流
を
大
切
に

日
本
語
講
師
を
目
指
し
た

き
っ
か
け
は
外
国
人
講
師

と
の
出
会
い　
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出
石
地
域
で
演
劇
に
取
り
組
ん

で
い
る
「
劇
団　

憧
憬
チ
ャ
ン
プ

ル
ー
」
は
、
平
成　

年
に
発
足
し
、

１７

現
在
、
会
員
数
は　

人
で
す
。

１２

　

同
会
の
主
な
活
動
は
、
年
１
回
、

出
石
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
公
演

を
行
う
こ
と
で
す
。
メ
ン
バ
ー
は
、

公
演
に
向
け
、
忙
し
い
時
間
の
合

間
を
縫
っ
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま

す
。

　

代
表
の
中
嶋
勝
己
さ
ん
は
「
出

石
町
民
の
人
の
温
か
さ
を
演
劇
で

表
現
し
て
み
た
い
で
す
」
と
力
強

く
話
し
ま
す
。
発
足
当
時
、
中
嶋

さ
ん
以
外
の
メ
ン
バ
ー
は
演
劇
未

経
験
者
ば
か
り
で
し
た
。
そ
れ
で

も
、
演
劇
を
し
て
み
た
い
と
い
う

熱
い
思
い（
憧
れ
）を
持
ち
、
年
齢

や
職
業
、
住
む
地
域
も
違
う
人
が

混
ざ
り
合
っ
た（
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
）

こ
と
か
ら
、
こ
の
劇
団
名
が
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

同
会
が
発
表
す
る
演
劇
は
、
年

１
回
の
み
。
台
本
も
舞
台
道
具
も

す
べ
て
手
作
り
で
、
公
演
し
た
作

品
は
２
度
と
演
じ
な
い
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
３
回

行
っ
て
き
た
公
演
も
、
毎
回
、
３

０
０
人
前
後
の
観
客
が
押
し
か
け

ま
す
。
悪
役
が
い
な
い
コ
ン
ト
仕

立
て
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
「
出
石
町

民
か
ら
悪
役
を
出
し
た
く
な
い
」

と
い
う
中
嶋
さ
ん
の
思
い
か
ら
。

毎
回
の
公
演
で
、
観
客
か
ら
は
笑

み
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
会
は
今
秋
、
永
楽
館
で
公
演

を
行
う
予
定
で
す
。
公
演
に
向
け

て
３
月
か
ら
始
ま
る
練
習
で
は
、

週
に
１
度
、
中
嶋
さ
ん
所
有
の
作

業
場
で
行
わ
れ
ま
す
。
メ
ン
バ
ー

全
員
、
仕
事
を
終
え
て
か
ら
練
習

に
励
み
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、

彼
ら
の
熱
演
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲すべて手作りの舞台で思いを表現するメンバー

『
劇
団　 
憧  
憬 
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
』（
出
石
）

あ
こ 
が
れ

出
石
町
民
の
人
の
温
か
さ
を
表
現

　

２
月
６
日
、合
橋

保
育
園
で
は
、４
歳

児
の
ぞ
う
組
の
園

児
た
ち
に
よ
る「
ベ

ジ
タ
ブ
ル
ク
ッ
キ
ー

づ
く
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ぞ
う
組
は
、
男
の
子　

人
、
女

１０

の
子
５
人
の
ク
ラ
ス
で
、
み
ん
な

元
気
い
っ
ぱ
い
の
園
児
た
ち
で
す
。

　

園
児
た
ち
の
声
が
に
ぎ
や
か
に

響
く
保
育
室
を
の
ぞ
い
て
み
る
と
、

手
洗
い
を
済
ま
せ
た
園
児
た
ち
が

タ
マ
ネ
ギ
・
ニ
ン
ジ
ン
を
洗
っ
て

皮
む
き
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

次
は
、
野
菜
の
す
り
お
ろ
し
で

す
。
タ
マ
ネ
ギ
の
す
り
お
ろ
し
を

始
め
た 
竜
靖 
く
ん
と 
珠  
鈴 
ち
ゃ
ん

り
ゅ
う
せ
い 

じ
ゅ 
り

が「
目
が
痛
い
」と

て
こ
ず
っ
て
い
る

様
子
。
先
生
の
手

を
借
り
な
が
ら
少

し
ず
つ
す
っ
て
い

き
、
ニ
ン
ジ
ン
・
シ
ュ

ン
ギ
ク
も
準
備
を
整
え
、
次
は
い

よ
い
よ
お
待
ち
か
ね
の
生
地
づ
く

り
で
す
！

　

先
生
が
ボ
ー
ル
に
入
れ
た
バ

タ
ー
と
砂
糖
を
混
ぜ
始
め
る
と
、

「
僕
も
混
ぜ
た
〜
い
」
と 
蒼  
空 
く

そ 

ら

ん
が
先
生
に
お
ね
だ
り
。
ミ
キ

サ
ー
で
少
し

柔
ら
か
く
し

て
も
ら
っ
て

か
ら
順
番
に

園
児
た
ち
み

ん
な
で
生
地

づ
く
り
に
も

挑
戦
。
卵
と

小
麦
粉
を
混

ぜ
合
わ
せ
て
、

準
備
し
た
野
菜
を
入
れ
、
３
種
類

の
生
地
の
出
来
上
が
り
。

　

園
児
た
ち
は
、
で
き
た
生
地
を

う
す
〜
く
の
ば
し
て
、
星
や
ハ
ー

ト
、
動
物
の
形
な
ど
に
形
抜
き
し
、

次
々
に
、
ト
レ
ー
に
並
べ
て
い
き

ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、

調
理
員
さ
ん

に
焼
い
て
も

ら
い
、
焼
き

上
が
っ
た

ク
ッ
キ
ー
は
、

午
後
の
お
や
つ
の
時
間
に
み
ん
な

で
お
い
し
く
食
べ
ま
し
た
。

ベ
ジ
タ
ブ
ル
ク
ッ
キ
ー
を

ベ
ジ
タ
ブ
ル
ク
ッ
キ
ー
を

作
ろ
う
！

作
ろ
う
！

何
だ
か
お
な
か
が

何
だ
か
お
な
か
が

す
い
て
き
た
…

す
い
て
き
た
…

シ
ュ
ン
ギ
ク
ク
ッ
キ
ー
が

シ
ュ
ン
ギ
ク
ク
ッ
キ
ー
が

意
外
に
お
い
し
い

意
外
に
お
い
し
い　
!?!?

1

合
橋
保
育
園 

（
但
東
町
出
合
市
場
） 

〈
園
児
５５
人
〉 

タ
マ
ネ
ギ
っ

タ
マ
ネ
ギ
っ

て
目
が
痛
く

て
目
が
痛
く

な
る
ぅ

な
る
ぅ
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シ
リ
ー
ズ 

5

公
民
館
で
実
施
し
て
い
る
幼
児
教
育
学
級
と 

　
　
　
　
　
　
　
乳
幼
児
親
子
学
習
サ
ー
ク
ル 

　

今
回
は
、
新
築
当
時
、
よ
く
興

行
さ
れ
て
い
た
「
歌
舞
伎
」
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
「
歌
舞
伎
」の
語
源
と
も
な
っ
た

「 
傾 
く
」
と
い
う
意
味
を
国
語
辞

か
ぶ

典
で
調
べ
る
と
、【
人
目
に
つ
く
よ

う
な
変
わ
っ
た
身
な
り
や
行
動
を

す
る
】
と
あ
り
ま
す
。

　

天
下
分
け
目
の
合
戦
「
関
ケ
原

の
戦
い
」
か
ら
３
年
後
の
１
６
０

３
年
、 
阿  
国 
と
い
う
女
性
が
京
の

お 

く
に

都
で
男
装
し
、
水
晶
の
数
珠
や
十

字
架
を
首
に
か
け
た
り
、
赤
い
腰

簑
を
ま
と
っ
て
み
た
り
と
派
手
な

衣
装
で
「
か
ぶ
き
踊
り
」
と
い
う

も
の
を
踊
っ
た
と
い
う
の
が
最
初

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
さ
に 
傾 
い
た
様
子
で
、
今
で

か
ぶ

い
う
と
こ
ろ
の
ガ
ン
グ
ロ
メ
イ
ク

で
パ
ラ
パ
ラ
を
踊
る
よ
う
な
も
の

で
し
ょ
う
か
。
当
時
と
し
て
は
奇

抜
で
最
新
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
、

都
の
人
々
の
人
気
を
た
ち
ま
ち
集

め
た
の
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
阿
国
の
か
ぶ
き
踊
り

出
石
・
永
楽
館
通
信 

「
歌
舞
伎
の
お
話
」 

　
建
物
を
全
面
改
修
し
、
今
年
夏
に
完
成
す
る
「
永
楽 

館
」
に
つ
い
て
の
情
報
を
発
信
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
《
問
合
せ
》
教
育
委
員
会
出
石
分
室 

⑦ 

　

こ
れ
が
野
郎
歌
舞
伎
で
、
現
在

の
歌
舞
伎
の
も
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
現
代
の
歌
舞
伎
が
す
べ
て
男

性
の
み
で
演
じ
ら
れ
、
女
の
役
を

 
女
方 
と
い
わ
れ
る
男
が
演
じ
て
い

お
ん
な
が
た

る
の
も
こ
の
た
め
で
す
。

　

さ
て
、「
歌
舞
伎
」
と
い
う
文
字

は
当
て
字
で
す
。
音
楽（
歌
）と
舞

踊（
舞
）と
技
芸
・
物
ま
ね
（
初
め

「
技
」の
ち
「
伎
」）
の
３
つ
の
漢
字

を
合
わ
せ
た
言
葉
で
す
。

　

誰
が
そ
の
よ
う
に
使
う
よ
う
に

な
っ
た
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

ま
さ
に
こ
の
芸
能
の
こ
と
を
ピ
タ

リ
と
表
現
し
た
素
晴
ら
し
い
当
て

字
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
「 
Ｋ
Ａ  
Ｂ
Ｕ  
Ｋ
Ｉ 
」
と
い

か 

ぶ 

き

え
ば
、
世
界
で
通
用
す
る
日
本
の

伝
統
的
な
芸
能
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
世
界
で
も
通
じ
る「
歌
舞
伎
」

の
世
界
を
あ
な
た
も
の
ぞ
い
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

市
内
の
各
地
区
公
民
館
で
は
、

４
歳
児
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
と

し
た
「
幼
児
教
育
学
級
」
と
０
〜

３
歳
児
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
と

し
た
「
乳
幼
児
親
子
学
習
サ
ー
ク

ル
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

各
地
区
の
方
々
と
協
力
し
、
年

間
を
通
じ
て
事
業
実
施
日
や
内
容

な
ど
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

読
み
聞
か
せ
や
リ
ト
ミ
ッ
ク
、

工
作
、
ク
ッ
キ
ン
グ
、
季
節
の
行

事
、
施
設
見
学
、
幼
稚
園
な
ど
と

の
交
流
会
、
身
近
な
環
境
学
習
な

ど
を
計
画
し
、
各
地
区
で
親
子
が

友
達
と
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
学
ん

で
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、　

の
乳
幼
児
親
子

２６

学
習
サ
ー
ク
ル
と　

の
幼
児
教
育

１７

学
級
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
各
地
区
で
同
年

代
の
子
ど
も
た
ち
が
少
な
く
な
る

中
、
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
た
ち

が
一
緒
に
過
ご
す
機
会
を
楽
し
み
、

育
児
に
関
す
る
情
報
交
換
や
不

安
・
悩
み
な
ど
の
解
消
も
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

実
施
の
有
無
、
実
施
日
な
ど
は
、

各
地
区
の
都
合
に
よ
り
、
異
な
り

ま
す
の
で
、
詳
細
は
、
各
地
区
公

民
館
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
が
行
っ
て
い
る
「
子
育
て
支
援
事
業
」
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

《
問
合
せ
》
こ
ど
も
育
成
課

▲かつての永楽館での芝居公演の様子

性
の
み
、
そ
し
て

色
っ
ぽ
い
踊
り
や

歌
で
は
な
く
「
物

ま
ね
狂
言
づ
く
し

（
役
者
の
芸
を
見

せ
る
内
容
の
あ
る

芝
居
）」を
上
演
す

る
と
い
う
条
件
で

許
可
を
与
え
ま
し

た
。

が
大
歓
迎
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
遊

女
た
ち
が
そ
れ
を
ま
ね
、
女
歌
舞

伎
が
盛
ん
に
な
り
、
次
い
で　

〜
１３

　

歳
ほ
ど
の
美
少
年
が
踊
る
若
衆

１４歌
舞
伎
が
盛
ん
に
な
り
ま
す
が
、

ア
イ
ド
ル
や
ス
タ
ー
を
巡
っ
て
争

い
事
が
絶
え
ず
、
死
者
ま
で
出
る

ほ
ど
で
あ
っ
た
た
め
、
幕
府
に
よ

り
次
々
に
禁
止
さ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
現
在
の
ア
イ
ド
ル
の
追
っ

か
け
も
顔
負
け
の
す
ご
い
人
気

だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

そ
の
後
、
娯
楽
を
求
め
た
町
衆

の
度
重
な
る
嘆
願
の
結
果
、
幕
府

は
女
性
と
少
年
を
出
さ
ず
成
年
男

▲絵本の読み聞かせ（神美地区）

▲親子でクッキング（日高地区）
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　本コーナーに出演いただくお子さんを
募集します。対象は市内在住で２歳までの
乳幼児。お子さんの写真の裏に氏名（ふ
りがな）、性別、生年月日、保護者の氏名、
住所、電話番号とコメント（４０字以内）
を添えて、秘書広報課「すくすく日記係」
へお送りください。 

牛
乳
大
好
き
や
ん
ち
ゃ
っ
娘
♪
こ
れ
か

ら
も
た
く
さ
ん
飲
ん
で
、元
気
に
す
く

す
く
と
育
っ
て
ね
★

（
父　
大
介
・
母　
愛
、
野
田
）

い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い
の
悠
人
君
。

い
っ
ぱ
い
食
べ
て
、
遊
ん
で
、
す
く

す
く
育
っ
て
ね
！　

（
父　
崇
・
母　
景
子
、
弥
栄
町
）

（平成１７年１２月１０日生）
長谷田りらちゃん

（平成１８年１１月１３日生）
森 山 悠  人 

ゆう と

ちゃん

１
歳
★
し
っ
か
り
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た
ネ
。

か
わ
い
い
笑
顔
の
淳
太
。こ
れ
か
ら
も
元
気

に
育
ち
ま
す
よ
う
に
。大
好
き
だ
よ
�

（
父　
優
也
・
母　
聖
子
、
弥
栄
町
）

い
つ
も
元
気
モ
リ
モ
リ
で
、
み
ん
な

に
愛
さ
れ
る
優
し
い
女
の
子
に
な
っ

て
チ
ュ
�

（
父　
啓
寛
・
母　
尚
子
、
戸
牧
）

（平成１８年１２月１０日生）
竹野 淳  太 

じゅん た

ちゃん
（平成１７年１２月６日生）
森 田 紗  菜 

さ な

ちゃん

力
持
ち
で
元
気
い
っ
ぱ
い
の
悠
祐
！

か
わ
い
い
笑
顔
を
い
つ
も
あ
り
が
と

う
。

（
父　
基
之
・
母　
宜
子
、
京
町
）

■
日
本
公
衆
衛
生
協
会
長
表
彰

▽
豊
岡
市
竹
野
南
愛
育
班
（
竹
野

町
）

　

竹
野
南
愛
育
班
は
、
長
年
に
わ

た
り
地
域
の
健
康
づ
く
り
、
住
民

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
月　

日
、
日
高
町
池
上
で
発

１５

生
し
た
建
物
火
災
で
、
次
の
皆
さ

ん
は
火
災
を
早
期
発
見
し
、
迅
速

な
対
応
で
被
害
を
最
小
限
に
止
め

ら
れ
ま
し
た
。

▽
小
松
正
義
・
あ
や
子
（
日
高
町

　

池
上
）

▽
林　

徳
佑
（
日
高
町
池
上
）

■
子
ど
も
と
生
き
も
の
賞

▽
新
田
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｅ

　

新
田
小
学
校
の
児
童
や
卒
業
生

で
作
る
環
境
サ
ー
ク
ル
「
新
田
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｅ
」
は
、
コ
ウ
ノ
ト

リ
育
む
農
法
な
ど
の
地
域
活
動
が

評
価
さ
れ
、
農
林
水
産
省
な
ど
が

主
催
す
る
「
田
園
自
然
再
生
活
動

コ
ン
ク
ー
ル
」で「
子
ど
も
と
生
き

も
の
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

▽
高
橋
小
学
校

　

国
の
特
別
天
然
記
念
物
オ
オ
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
を
核
と
し
て
、
地

域
の
自
然
と
触
れ
合
う
実
践
的
環

境
学
習
・
教
育
を
積
極
的
に
推
進

す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
学
校
と

し
て
、
県
か
ら
グ
リ
ー
ン
ス
ク
ー

ル
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

■
神
戸
保
護
観
察
所
長
賞

▽
一
幡 
朱 
里
   

（
八
代
小
６
年
）

あ
か 

り

■
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会（
石
川

　

県
）女
子
ア
ル
ペ
ン
大
回
転
他

▽
田
中
藍
奈
（
豊
岡
北
中
３
年
）

▽
西
村
郁
香
（
日
高
西
中
２
年
）

（
敬
称
略
）

平
成　

年
度

１９
グ
リ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
表
彰
校

田
園
自
然
再
生
活
動
コ
ン
ク
ー
ル

▽
西
村
衿
香
（
日
高
西
中
１
年
）

■
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会（
新

　

潟
県
）男
子
ア
ル
ペ
ン
大
回
転
他

▽
田
中
善
之（
豊
岡
総
合
高
２
年
）

▽
中
川 
剛 
聡
   

（
京
都
府
福
知
山
成

た
か 
と
し

　

美
高
２
年
・
但
東
町
天
谷
）

　

皆
さ
ん
健
闘
し
ま
し
た
。
な
お
、

田
中
さ
ん
、
中
川
さ
ん
は
、
２
月

下
旬
に
長
野
県
で
開
催
さ
れ
る
国

民
体
育
大
会
に
も
出
場
し
ま
す
。

　

今
春
開
催
さ
れ
る
第　

回
記
念

８０

選
抜
高
等
学
校
野
球
大
会
の　

世
２１

紀
枠
候
補
に
、兵
庫
県
代
表
と
し
て

推
薦
さ
れ
た
出
石
高
等
学
校
野
球

部
が
、
近
畿
高
等
学
校
野
球
連
盟

平
成　

年
度

１９
公
衆
衛
生
事
業
功
労
者
表
彰

豊
岡
市
消
防
本
部
消
防
長

感
謝
状

兵
庫
県「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」作
文
コ
ン
テ
ス
ト

か
ら
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

同
部
は
、
昨

年
夏
の
全
国
高

校
野
球
選
手
権

大
会
県
予
選
で

も
応
援
優
秀
賞

を
受
賞
さ
れ
て

い
ま
す
。
残
念

な
が
ら
、
セ
ン

バ
ツ
出
場
に
は

至
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

出
石
高
等
学
校
野
球
部
が

近
畿
高
等
学
校
野
球
連
盟

か
ら
表
彰

（平成１８年１１月３０日生）
福 井 悠  祐 

ゆう すけ

ちゃん

全
国
中
学
校
・
高
等
学
校

ス
キ
ー
大
会
に
出
場
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●豊　岡　市　役　所
　� 23‐1111
●城崎総合支所
　� 32‐0001
●竹野総合支所
　� 47‐1111
●日高総合支所
　� 42‐1111
●出石総合支所
　� 52‐3111
●但東総合支所
　� 54‐1000

◆
街
頭
防
火
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

▽
日
時
・
場
所

　

３
月
２
日（
日
）

・
午
前　

時　

分
〜　

時

１０

３０

１１

　
　

分
…
コ
ー
プ
デ
イ
ズ
豊
岡

３０
・
午
前　

時　

分
〜
午
後
０
時　

１１

４０

４０

分
…
ア
イ
テ
ィ

▽
内
容

・
防
火
広
報
お
よ
び
記
念
品
配
布

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
促

進
の
呼
び
か
け

▽
問
合
せ　

消
防
本
部
予
防
課
指

導
係
�　

－

８
０
３
６

２４

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
発
生

防
止
対
策
「
住
宅
防
火　

い
の
ち

を
守
る　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」
を

励
行
し
、
火
災
に
よ
る
犠
牲
者
を

無
く
し
ま
し
ょ
う
。

■
住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

〈
3
つ
の
習
慣
〉

・
寝
タ
バ
コ
は
絶
対
に
し
な
い
。

・
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
は
、
燃
え

や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
消
す
。

〈
4
つ
の
対
策
〉

・
住
宅
用
火
災
警

報
器
等
を
設
置

し
、
逃
げ
遅
れ

を
防
ぐ
。

・
火
災
を
防
ぐ
た
め
、
寝
具
や
衣

類
な
ど
は
、
防
炎
製
品
を
使
用

す
る
。

・
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
し
、

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
。

・
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
方

を
守
る
た
め
、
普
段
か
ら
隣
近

所
と
の
協
力
体
制
を
作
っ
て
お

く
。

春
の
火
災
予
防
運
動

３
月
１
日
〜
７
日

　

つ
き
た
て
の
も
ち
を
、
き
な
粉

も
ち
や
ぜ
ん
ざ
い
に
し
て
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　

３
月
５
日（
水
）午
前　
１１

時
〜

▽
場
所　

ほ
お
ず
き
（
戸
牧
１
５

１
０
‐
６　
公
立
豊
岡
病
院
奥
隣
）

▽
対
象　

ど
な
た
で
も

▽
参
加
費　

無
料

▽
問
合
せ　

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

ほ
お
ず
き
�　

－

１
７
１
７

２９

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー 

ほ
お
ず
き 
も
ち
つ
き
交
流
会

　

出
石
幼
稚
園
園
児
に
よ
る
リ
ズ

ム
＆
ダ
ン
ス
や
空
手
演
武
な
ど
楽

し
い
催
し
が
い
っ
ぱ
い
の
ま
つ
り

で
す
。ぜ
ひ
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

３
月　

日
（
木
・
祝
）

２０

午
前
９
時
〜
正
午

▽
場
所　

出
石
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー

▽
対
象　

乳
幼
児
、
児
童

▽
内
容　

金
魚
す
く
い
や
マ
ス
コ
ッ

ト
づ
く
り
、
茶
道
、
将
棋
な
ど

の
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト　

な
ど

▽
問
合
せ　

出
石
児
童
館

　

�　

－

５
７
５
１

５２
第
1
回

い
ず
し
子
ど
も
ま
つ
り

　

但
馬
に
春
を
告
げ
る
祭
り
と
し

て
４
０
０
年
余
の
古
い
伝
統
を
誇

る
大
祭
で
す
。
１
０
０
軒
以
上
の

露
店
が
立
ち
並
び
、
多
彩
な
催
し

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
場
所　

出
石
城
跡
周
辺

▽
問
合
せ　

出
石
町
商
工
会

　

�　
－

２
１
１
３

５２

出
石
初
午
大
祭

３
月　

日（
金
）〜　

日（
日
）

１４

１６

催

し

催

し

期

間

期

間
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兵
庫
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー

ル
の
優
秀
作
品
を
展
示
･
紹
介
し

ま
す
。
面
白
く
て
楽
し
い
、
児
童

や
生
徒
の
力
作
も
あ
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

３
月　

日（
火
）〜　

日

１１

１８

（
火
）午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
場
所　

但
馬
文
教
府

▽
問
合
せ　

兵
庫
県
県
民
政
策
部

政
策
局
統
計
課
統
計
情
報
係

（
兵
庫
県
統
計
協
会
）

　

�
０
７
８－

３
６
２－

４
１
２
４

平
成　

年
度

１９

兵
庫
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

優
秀
作
品
巡
回
展
示

▽
開
催
日　

３
月
８
日（
土
）〜
９

日（
日
）

▽
日
程
・
内
容

○
作
品
展　

８
日（
土
）午
後
１
時

〜
、９
日（
日
）午
前　

時
〜
い

１０

ず
れ
も
午
後
４
時
…
書
道
、短

歌
、生
け
花
、御
殿
ま
り
、 篆  
刻 
、

て
ん 
こ
く

ち
ぎ
り
絵
な
ど
の
作
品
展
示

○
お
茶
席　

９
日（
日
）午
前　

時
１１

〜
午
後
４
時
…
抹
茶
の
振
る
舞

い
○
芸
能
発
表
会　

９
日（
日
）午
後

１
時
〜
４
時
…
日
本
舞
踊
、
民

謡
、
謡
曲
な
ど
の
発
表

※
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

コ
ス
モ
ス

荘
の
皆
さ
ん
も
参
加
さ
れ
ま
す
。

▽
場
所　

長
寿
園（
幸
町　

‐
６
）

１０

▽
入
場
料　

無
料

▽
問
合
せ　

豊
岡
高
年
ク
ラ
ブ
連

合
会
�　

－

０
８
６
８

２３

豊
岡
高
年
ク
ラ
ブ
連
合
会

「
趣
味
の
会
」発
表
会

　

豊
岡
駅
通
り
を
横
丁
に
入
る
と
、

昔
懐
か
し
い
市
場
の
風
情
が
残
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
公
設
市
場
に
若

干
の
空
き
店
舗
が
あ
り
、
出
展
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
公
設
市
場

▽
店
舗
の
所
在

　

千
代
田
町

▽
店
舗
面
積　
　

･　

平
方
メ
ー

１６

３９

ト
ル
〜　

･　

平
方
メ
ー
ト
ル

３５

１６

▽
家
賃　

月
額
１
５
、
０
０
０
円

〜
２
５
、
０
０
０
円

▽
そ
の
他　

賃
貸
条
件
等
は
、
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
岡
商
工

会
議
所　

寺
谷
さ
ん

　

�　

－

４
４
５
６

２２ 募

集

募

集

ふ
れ
あ
い
公
設
市
場
・

青
空
市
場 
出
店
者
募
集

◆
青
空
市
場

　

１
日
単
位
で
、
気
軽
に
お
店
が

出
せ
ま
す
。
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
店
舗
の
所
在　

千
代
田
町

▽
出
店
時
間　

午
前
７
時
〜　

時
１１

（
駐
車
規
制
が
あ
り
ま
す
）

※
毎
月
１
日
、　

日
、

１０

　
　

日
は
閉
店
日

２０

　

で
す
。

▽
利
用
料
金

・
１
日
１
区
画　

４
０
０
円

・
別
途
水
道
使
用
料　

月
額
１
０

０
円

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

青
空
市
場

　

管
理
組
合　

高
木
さ
ん

　

�　

－

５
０
２
４

２２

　

城
崎
温
泉
区
営
浴
場
（
外
湯
）

の
接
客
お
よ
び
管
理
業
務
等
の
委

託
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
資
格　

市
内
在
住
で
、
通

勤
可
能
な　

歳
ま
で
の
健
康
な

６０

方
▽
委
託
料　

月
額
約　

万
円

５０

▽
委
託
予
定　

４
月
か
ら

▽
募
集
人
員　

１
組
（
男
性
１
人
、

女
性
１
人
で
１
組
で
す
）

▽
応
募
方
法　

城
崎
総
合
支
所
温

泉
課
に
あ
る
応
募
用
紙
に
必
要

城
崎
温
泉
区
営
浴
場（
外
湯
）

業
務
委
託
者
募
集

事
項
を
記
入
の
上
、

提
出
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
期
間　

３
月
３

日（
月
）〜　

日（
金
）

１４

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
午
前
８
時

　

分
〜
午
後
５
時　

分

３０

３０

▽
問
合
せ　

城
崎
総
合
支
所
温
泉

課（
さ
と
の
湯
内
）

　

�　

－

０
１
１
７

３２

▽
職
種
・
人
員

①
保
育
士　

非
常
勤
職
員
１
人
、

パ
ー
ト
１
人

②
看
護
師　

非
常
勤
職
員
１
人

▽
応
募
資
格

①
保
育
士
資
格
を
有
す
る
方

②
看
護
師
資
格
を
有
す
る
方

※
い
ず
れ
も
、
３
月
末
ま
で
に
修

得
見
込
み
の
方
を
含
み
ま
す
。

▽
選
考
方
法　

面
接
（
随
時
、
行

い
ま
す
）

▽
応
募
方
法　

電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
詳
細
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

▽
応
募
期
限　

３
月　

日（
月
）

３１

▽
応
募
・
問
合
せ　

社
会
福
祉
法

人　

み
え
保
育
園
（
鎌
田
１
１

６
）
�　

－

０
４
６
２

２４

平
成　

年
度

２０

　

社
会
福
祉
法
人

み
え
保
育
園
職
員
募
集
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か
ん
な
べ
東
河
内
市
民
農
園
の

今
年
の
新
規
利
用
者
を
募
集
し
ま

す
。
自
分
で
育
て
た
野
菜
を
食
べ
、

自
然
の
恵
み
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

▽
概
要
・
特
色

・
神
鍋
山
の 
麓 
で
あ
り
、

ふ
も
と

高
原
の
景
観
と
そ
よ

風
を
楽
し
み
な
が
ら

農
業
体
験
が
で
き
ま
す
。

・
土
質
が
火
山
灰
の
た
め
、
イ
モ

類
、
根
菜
類
は
格
別
の
味
で
す
。

・
休
憩
室
、
調
理
室
、
ト
イ
レ
、

更
衣
室
、
シ
ャ
ワ
ー
室
、
農
機

具
庫
を
完
備
し
て
い
ま
す
。

・
作
物
栽
培
の
講
習
会
、
感
謝
祭

を
定
期
的
に
開
催
し
、
管
理
組

合
員
が
指
導
、
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。

▽
農
園
管
理　

春
耕
運
は
管
理
組

合
が
行
い
、
以
後
は
契
約
者
と

し
ま
す
。
な
お
、
作
業
委
託
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

▽
指
導　

農
業
普
及
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
管
理
組
合

▽
区
画
数　
　

区
画

５４

▽
区
画
面
積　

１
区
画　
　

平
方

５０

メ
ー
ト
ル

▽
利
用
料　

１
区
画　

年
額
１
０
、

０
０
０
円

▽
期
間　

４
月
〜
平
成　

年
３
月

２１

▽
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▽
そ
の
他　

利
用
者
に
は
、「
か
ん

な
べ
湯
の
森
ゆ
と
ろ
ぎ
」
の
入

浴
料
、
道
の
駅
「
レ
ス
ト
ラ
ン

　

マ
ロ
ニ
エ
」
食
事
料
の
割
引
な

ど
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

か
ん
な
べ

東
河
内
市
民
農
園
管
理
組
合
長

　

藤
本
さ
ん
�　

－

０
５
０
５

４５

▽
応
募
資
格　

消
費
生
活
に
関
心

の
あ
る　

歳
以
上
の
市
民
で
、

２０

平
日
で
も
活
動
の
で
き
る
方

▽
活
動
内
容

・
生
活
関
連
商
品
の
小
売
価
格
や

販
売
状
況
の
調
査（
月
１
回
）

・
消
費
生
活
講
座
等
の

　

研
修
会
へ
の
参
加

・
商
品
の
計
量
調
査

・
環
境
に
や
さ
し
い
運

　

動
の
推
進
な
ど
の
活
動
を
通
し

て
消
費
生
活
に
関
す
る
知
識
を

修
得
し
、
消
費
者
の
代
表
と
し

て
事
業
者
お
よ
び
行
政
に
対
し
、

意
見
･
要
望
を
反
映
さ
せ
る
。

▽
募
集
人
員　
　

人
２０

▽
謝
金　

年
額
１
６
、０
０
０
円

▽
委
嘱
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成

　

年
３
月　

日

２１

３１

▽
申
込
期
間　

２
月　

日（
水
）〜

２７

３
月　

日（
月
）

１７

※
所
定
の
人
員
に
達
し
た
時
点
で

締
め
切
り
ま
す
。

▽
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

生
活
環
境

課

　

花
と
緑
に
あ
ふ
れ
る
個
人
や
公

共
施
設
の
庭
を
市
民
の
皆
さ
ん
に

公
開
し
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
と

と
も
に
交
流
の
場
と
す
る
「
第
７

回　
豊
岡
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

シ
ョ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

庭
を
公
開（
参
加
）し
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

▽
開
催
期
間　

５
月　

日（
木
）〜

２９

６
月
２
日（
月
）

▽
申
込
方
法　

生
活
環
境
課
お
よ

び
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
に

あ
る
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
庭
の
写
真

２
枚（
季
節
は
問
い
ま
せ
ん
）を

添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
期
間　

３
月
３
日（
月
）〜

　

日（
月
）

３１
▽
申
込
み
･
問
合
せ　

生
活
環
境

課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
生

活
課

▽
募
集
職
種
・
人
員　

療
法
士
１

人
▽
応
募
資
格　

理
学
療
法
士
ま
た

は
作
業
療
法
士
の
資
格
を
有
す

る　

歳
未
満
の
方

４０

▽
採
用
予
定
日　

５
月
１
日
（
採

用
予
定
日
以
前
の
勤
務
開
始
可
）

▽
募
集
期
間　

３
月
３
日（
月
）〜

　

日（
水
）（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

１９
▽
試
験
日　

３
月　

日（
火
）

２５

※
時
間
は
、
後
日
、
通
知
し
ま
す
。

▽
試
験
場
所　

豊
岡
シ
ル
バ
ー
ス

テ
イ　

会
議
室

▽
試
験
内
容　

面
接

▽
申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書

（
写
真
添
付
）を
持
参
ま
た
は
郵

送
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
岡
シ
ル

バ
ー
ス
テ
イ
（
〒
６
６
８
‐
０

０
６
５　

豊
岡
市
戸
牧
１
１
３

２
‐
２
）
�　

－

８
６
８
６

２６

平
成　

年
度

２０

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
募
集

第
７
回 

豊
岡
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
シ
ョ
ー

参
加
者
募
集

医
療
法
人 
敬
愛
会

　
介
護
老
人
保
健
施
設

　

豊
岡
シ
ル
バ
ー
ス
テ
イ

職
員
募
集

〜
農
業
体
験
を
し
ま
せ
ん
か
〜

　

か
ん
な
べ 
東
河
内 

ひ
が
し
ご
う
ち

市
民
農
園
利
用
者
募
集
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◆
職
員
募
集

　

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

施
設
、
老
人
短
期
入
所
施
設
、
老

人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
各
施

設
の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
職
種
・
人
員　

生
活
相
談
員
、

介
護
職
員
、
看
護
職
員
、
栄
養

士
、
調
理
員
、
介
護
支
援
専
門

員　

計　

人
程
度

３０

▽
勤
務
場
所　

竹
野
町
林
に
開
設

す
る
各
施
設

▽
応
募
資
格　

社
会
福
祉
主
事
、

介
護
福
祉
士
、
看
護
師
、
栄
養

士
、
介
護
支
援
専
門
員
の
い
ず

れ
か
の
資
格
を
有
す
る
方
、
ま

た
は
福
祉
に
興
味
の
あ
る
方

▽
採
用
予
定
日　

６
月
１
日

▽
試
験
日　

３
月　

日（
土
）

２２

※
書
類
選
考
の
上
、
後
日
、
試
験

内
容
、
面
接
日
等
の
詳
細
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
申
込
方
法　

市
販（
統
一
様
式
）

の
履
歴
書（
自
筆
、
写
真
貼
付
）

を
郵
送
ま
た
は
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
期
間　

２
月　

日（
金
）〜

２９

３
月　

日（
金
）

１４

市民会館・豊岡市民プラザ・出石文化会館ひぼこホール　平成20年度  会員募集 
■市民会館「友の会」会員募集　 ２３－０２５５　※火曜日休館 
年会費　１，０００円（有効期限は平成２１年３月３１日） 
特典　 

　①催し物などの最新情報を会報等で発送　　　　　　 
　②チケット１枚につき３００円～５００円割引（市民会館およびひぼこホールのすべての自主事業に適用） 
　③自主事業の入場券を一般発売より１週間早く、１会員２枚まで購入可。ただし、前売り初日に限り 
　　１会員４枚まで購入可。 
　④自主事業をすべて鑑賞していただいた会員には、次年度の自主事業の内のいずれか希望の１つに無料で招待　　
　⑤友の会主催の催し物に特別価格で参加可 

■豊岡市民プラザ「プラザメイツ」募集 
　　　　　　　　　　　 ２４－３０００　※火曜日休館 
年会費　５００円（有効期限は平成２１年３月３１日） 
特典 

　①催し物などの最新情報を会報等で発送 
　②自主事業の内のいずれか希望の１つに無料で招待 
　③自主事業の入場券を当日でも前売り料金で購入可 
　④自主事業の内、全席自由の催しについて、開催日 
　　５日前までに予約すれば座席の指定可 
　⑤自主事業のリハーサルや舞台の裏側見学可 
　⑥自主事業の企画提案可 

■出石文化会館ひぼこホール「友の会」会員募集 
　　　　　　　　　　 ５２－６２２２　※月・火曜日休館 
年会費　１，０００円（有効期限は平成２１年３月３１日） 
特典 
　①催し物などの最新情報を会報等で発送 
　②500円割引券を2枚発行。チケット１枚につき割引 
　　券１枚利用可 
　③自主事業の入場券を一般発売日より約10日早く、 
　　１会員２枚まで購入可 
　④自主事業をすべて鑑賞していただいた会員には、 
　　次年度の自主事業の内のいずれか希望の１つに無 
　　料で招待 

◆
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

入
居
利
用
者
募
集

▽
対
象　

要
介
護
度
１
〜
５
の
認

定
を
受
け
、
医
師
か
ら
認
知
症

と
診
断
さ
れ
た
方
で
、
市
民
の

方
に
限
り
ま
す
。
た
だ
し
、
認

知
症
が
原
因
の
病
気
で
、
急
性

期
の
方
は
対
象
外
で
す
。

▽
人
員　
　

人
（
１
ユ
ニ
ッ
ト
９

１８

人
で
２
ユ
ニ
ッ
ト
）

▽
入
居
ま
で
の
流
れ

①
施
設
所
定
の
入
居
利
用
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
健

康
診
断
書
を
添
え
て
提
出

②
面
接
等
詳
し
い
状
況
を
知
る
た

め
、
申
込
者
の
自
宅
を
訪
問

③
①
②
を
基
に
入
所
判
定
委
員
会

を
開
催
し
て
入
所
利
用
者
を
決

定
し
、
結
果
を
通
知

④
契
約
、
入
所
利
用
の
準
備
物
等

の
説
明
の
た
め
、
入
居
利
用
決

定
者
の
自
宅
を
再
度
訪
問

▽
募
集
期
間　

２
月　

日（
金
）〜

２９

３
月　

日（
月
）

３１

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

社
会
福
祉

法
人　
さ
い
か　
高
齢
者
福
祉
施

設
開
設
準
備
室
（
〒
６
６
９
‐

６
２
２
７　
竹
野
町
林
６
０
０

　

�　

－

０
１
０
１

４８

※
受
付
は
、土
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除

く
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
で
す
。

社
会
福
祉
法
人 
さ
い
か

高
齢
者
福
祉
施
設  
楓 
の 
杜 

か
え
で 

も
り

か
ら
の
お
知
ら
せ
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海
岸
松
林
は
、

海
か
ら
の
強
い
潮

風
か
ら
私
た
ち
を

守
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

そ
の
大
切
な
松
林
の
保
全
方
法

を
学
ぶ
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

３
月　

日（
日
）午
前　

１６

１０

時　

分
〜
午
後
３
時

３０

▽
場
所　

港
地
区
公
民
館
お
よ
び

気
比
の
浜
（
気
比
）

▽
対
象　

森
林
所
有
・
管
理
者
、

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
保
全
活

動
に
興
味
の
あ
る
方
な
ど
、
ど

な
た
で
も

▽
内
容

〈
第
１
部
〉
講
演

・
演
題　

海
岸
松
林
の
保
全

・
講
師　

京
都
府
樹
木
医
会　

会

長　

伊
藤　

武
さ
ん

〈
第
２
部
〉
保
全
体
験　

・
樹
幹
注
入
剤
に
よ
る
松
枯
れ
予

防
作
業

・
松
く
い
虫
被
害
に
強
い
マ
ツ
苗

木
の
植
栽

▽
参
加
費　

無
料

▽
問
合
せ　

豊
岡
農
林
振
興
事
務

　

所
�　

－

３
６
９
９

２６

　

精
神
患
者
へ
の
理

解
を
深
め
、
早
期
発

見
、
早
期
治
療
を
す

る
た
め
の
学
習
の
機
会
と
し
て
、

入
・
通
院
患
者
の
家
族
を
対
象
に
、

家
族
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

心
の
病
で
悩
ん
で
い
る
家
族
の

方
は
、
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

３
月　

日（
金
）午
後
１

１４

時　

分
〜
４
時

３０

▽
場
所　

但
馬
長
寿
の
郷　

会
議

室
（
養
父
市
八
鹿
町
国
木
５
９

４
‐　

）
１０

▽
内
容　

・
精
神
科
医
師
に
よ
る
講
演

・
患
者
の
家
族
等
に
よ
る
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

４５

▽
申
込
期
間　

２
月　

日（
金
）〜

２９

３
月
７
日（
金
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
岡
市
精

神
障
害
者
家
族
連
合
会
事
務
局

（
ロ
マ
ン
ハ
ウ
ス
作
業
所
内
）

　

�　

－

０
０
１
９
ま
た
は
豊
岡

２３
健
康
福
祉
事
務
所
保
健
指
導
課

�　

－

３
６
６
２

２６

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
を
育
む
ま
ち
豊
岡

の
、
伝
承
文
化
を
再
発
見
し
ま
せ

ん
か
。
市
内
各
地
に
伝
わ
る
伝
統

行
事
を
紹
介
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
ご
存
じ
の
地
域
文
化

も
教
え
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

３
月　

日（
日
）午
前　

１６

１０

時
〜　

時　

分

１１

３０

▽
場
所　

コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館

▽
内
容　

基
調
講
演

・
演
題　

豊
岡
盆
地
の
伝
統
行
事

・
講
師　

文
化
振
興
課　

松
井
敬

代
▽
対
象　

ど
な
た
で
も

▽
参
加
費　

無
料

▽
そ
の
他　

事
前
の
申
込
み
は
不

要
で
す
。
当
日
、
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館

　

�　

－

７
７
５
０

２３

◆
春
休
み
「
子
ど
も
囲
碁
教
室
」

▽
日
時　

３
月　

日（
木
）〜　

日

２７

２９

（
土
）午
前
９
時
〜
正
午　
　

▽
対
象　

幼
稚
園
〜
高
校
生

※
付
添
い
の
保
護
者
も
可
能
で
す
。

▽
内
容　

ル
ー
ル
な
ど

　

初
歩
か
ら
説
明

▽
定
員　
　

人
３０

◆
大
人
の
た
め
の
囲
碁
教
室

▽
日
時　

３
月　

日（
土
）〜
４
月

２９

６
日（
日
）午
後
２
時
〜
９
時

▽
対
象　

初
心
者
〜
中
級
者

▽
内
容

・
初
心
者
…
ル
ー
ル
な
ど
初
歩
か

ら
説
明

※
希
望
時
間
を
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
中
級
者
…
自
由
に
対
局

▽
定
員　

初
心
者
、
中
級
者
各　
２０

人

　
　
　
　

▽
場
所　

但
馬
囲
碁
セ
ン
タ
ー

（
正
法
寺　

‐
５
）

３５

　

�　

－

２
９
７
２

２２

▽
参
加
費　

無
料

▽
申
込
期
間　

２
月　

日（
水
）〜

２７

３
月　

日（
土
）

１５

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
岡
囲
碁

ク
ラ
ブ　

中
奥
さ
ん（
上
陰
）

　

�　
－

４
１
２
７

２２

講
座
・
講
習

講
座
・
講
習

教

室

教

室

松
く
い
虫 
防
除
活
動
研
修
会

コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館 
市
民
講
座

　

知
ろ
う
！
語
ろ
う
！

「
豊
岡
盆
地
の
伝
統
行
事
」

第
２
回 

　

但
馬
地
区
精
神
障
害
者

家
族
教
室

「
初
め
て
の
入
・
通
院
の
つ
ら
さ
を

乗
り
越
え
た
い
」「
精
神
科
医
師
か

ら
病
気
の
話
が
聞
き
た
い
」「
患
者

の
家
族
の
話
が
聞
き
た
い
」方
へ

囲
碁
教
室
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日
本
有
数
の
皮
革

産
地
・
た
つ
の
市
と

共
同
で
、
革
細
工
体

験
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

あ
ま
り
体
験
で
き
な
い
機
会
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
、
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

３
月　

日（
土
）午
後
１

１５

時
〜
４
時

▽
場
所　

コ
ウ
ノ
ト
リ
本
舗（
祥

雲
寺　

‐
２
）

１４

▽
内
容　

指
導
員
の
指
導
に
よ
り
、

切
り
抜
き
革
を
使
っ
て
コ
ウ
ノ

ト
リ
や
干
支
の
ネ
ズ
ミ
な
ど
を

作
り
ま
す
。

※
指
導
は
、
た
つ
の
市
職
員
の
皆

さ
ん
で
す
。

▽
対
象　

ど
な
た
で
も

▽
参
加
費　

６
０
０
円（
材
料
代
）

▽
そ
の
他　

事
前
の
申
込
み
は
不

要
で
す
。
当
日
、
直
接
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

コ
ウ
ノ
ト
リ
本
舗

　

�　

－
８
２
２
２

３７

　

ね
ん
き
ん
特
別
便
、
年
金
記
録

に
か
か
る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

相

談

相

談

▽
持
ち
物　

お
越
し
の
際
に
は
、

社
会
保
険
庁
か
ら
届
い
た
「
ね

ん
き
ん
特
別
便
」
や
年
金
手
帳

な
ど
、
基
礎
年
金
番
号
の
分
か

る
も
の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　
　

ま
た
、
代
理
人
の
場
合
は
委

任
状
お
よ
び
代
理
人
の
身
分
証

明
書
を
準
備
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

豊
岡
社
会
保
険
事
務

所
�　

－

３
１
９
６

２２

　

地
域
の
聴
覚
障
害
者
や
そ
の
関

係
者
の
結
婚
、
育
児
、
職
業
、
教

育
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
つ

い
て
、
ろ
う
あ
者
相
談
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
手
話
通

訳
者
も
同
行
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
、

日
ご
ろ
の
悩
み
を
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

３
月　

日（
火
）午
前　

１１

１０

時
〜
午
後
４
時

▽
場
所　

豊
岡
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

３
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

▽
参
加
費　

無
料

▽
そ
の
他　

事
前
の
申
込
み
は
不

要
で
す
が
、
人
数
に
よ
り
待
っ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
了
承
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
係
�　

－

７
０
３
３
ま
た
は

２４

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
遺
族

の
方
で
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年

金
等
を
受
け
る
方
が
、
平
成　

年
17

４
月
１
日
現
在
に
い
な
い
場
合
、

他
の
遺
族
の
う
ち
先
順
位
の
方
１

人
に
、
第
８
回
特
別
弔
慰
金
と
し

て
額
面　

万
円
、　

年
償
還
の
記

40

10

名
国
債
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
同
日
か
ら
請
求
の

受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他

そ
の
他

　

兵
庫
県
司
法
書
士
会
但
馬
支
部

で
は
、「
土
地
や
建
物
の
名
義
を
変

え
た
い
」「
身
に
覚
え
の
な
い
請
求

が
来
た
」「
つ
い
契
約
し
た
が
解
約

し
た
い
」
等
々
、
私
た
ち
の
身
の

周
り
に
起
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

や
困
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
手
続
き

の
方
法
が
分
か
ら
な
い
こ
と
な
ど

に
対
し
て
、
司
法
書
士
が
身
近
な

法
律
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

気
軽
に
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

３
月　

日（
土
）午
後
１

１５

時
〜
４
時

▽
場
所　

市
民
会
館

　

４
階
中
会
議
室

▽
予
約　

相
談
は
、

　

予
約
制
で
す
。

　

予
約
受
付
時
間
は
、

　

平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
予
約
・
問
合
せ　

兵
庫
県
司
法

書
士
会
但
馬
支
部　

法
律
相
談

委
員
会

　

�
０
７
９－

６
７
６－

３
３
６
８

コ
ウ
ノ
ト
リ
本
舗

革
細
工
体
験
教
室

年
金
相
談
会

場　　所日　　時

城崎総合支所
２階大会議室

３月６日（木）
１０：００～１２：００

竹野総合支所
２階大会議室

３月６日（木）
１３：００～１６：００

日高農村環境
改善センター
７号会議室　

３月１０日（月）
１０：００～１６：００

移
動
相
談

ろ
う
あ
者
悩
み
の
相
談
室

司
法
書
士
に
よ
る

　
登
記
・
多
重
債
務
・

　
消
費
者
問
題
・
成
年
後
見
等

市
民
生
活
無
料
相
談
会

戦
没
者
等
の
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

　
「
特
別
弔
慰
金
」の
請
求
は

お
済
み
で
す
か
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請
求
期
限
は
３
月　

日（
月
）ま

３１

で
と
な
っ
て
お
り
、
期
日
を
過
ぎ

る
と
請
求
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

ま
だ
請
求
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

早
め
に
手
続
き
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
遺
族
の
先
順
位
等
、
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

社
会
福
祉
課
地
域
福

祉
係
ま
た
は
各
総
合
支
所
健
康

福
祉
課

　

Ｊ
Ｒ
西
日
本
で
は
、

３
月　

日（
土
）に
ダ

１５

イ
ヤ
改
正
を
実
施
し

ま
す
。
今
回
の
ダ
イ

ヤ
改
正
に
よ
り
、
在
来
線
で
は
京

都
〜
豊
岡
・
城
崎
間
の
特
急
列
車

の
ア
ク
セ
ス
が
充
実
し
、
２
本
増

と
な
り
ま
す
。

　

新
幹
線
で
は
、
京
都
駅
で
の
東

京
方
面
へ
の
接
続
が
お
お
む
ね　
１０

分
短
縮
さ
れ
、
ま
た
、
特
急
か
ら

最
も
早
い
接
続
の
東
京
方
面
「
の

ぞ
み
」
の
大
半
が
新
型
の
Ｎ
７
０

０
系
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
す
べ

て
品
川
・
新
横
浜
に
停
車
し
ま
す
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
に
旅
行
に
、
ま
す
ま

す
便
利
に
な
る
Ｊ
Ｒ
特
急
・
新
幹

線
を
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

Ｊ
Ｒ
豊
岡
駅

　

�　

－

２
６
０
０

２２

　

近
年
、
増
加
傾
向
に
あ
る
有
害

鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
に
対
処

す
る
た
め
、
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
の

一
斉
駆
除
を
実
施
し
ま
す
。

　

駆
除
期
間
中
に
入
山
す
る
方
は
、

蛍
光
色
な
ど
目
立
つ
色
の
服
装
で

入
山
す
る
な
ど
、
事
故
防
止
に
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
期
間　

３
月
１
日（
土
）〜　

日
３０

（
日
）の
間
の
各
土
・
日
曜
日

※
時
間
は
、
午
前
８
時　

分
〜
日

３０

没
ま
で
で
す
。

▽
駆
除
の
方
法　

山
中
で
の
猟
銃

に
よ
る
駆
除

※
豊
岡
市
有
害
鳥
獣
駆
除
班
に
委

託
し
、
実
施
し
ま
す
。

▽
駆
除
対
象
地
域　

市
内
一
円

▽
問
合
せ　

農
林
水
産
課
農
政
係

ま
た
は
各
総
合
支
所
地
域
整
備

課

　

神
鍋
高
原
観
光
施
設
の
使
用
申

込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。
な
お
、

今
回
は
４
月
１
日
〜
６
月　

日
ま

３０

で
の
期
間
に
限
り
ま
す
。

▽
対
象
施
設　

神
鍋
高
原
体
育
館
、

神
鍋
高
原
キ
ャ
ン
プ
場
、
神
鍋

高
原
野
外
ス
テ
ー
ジ

▽
一
斉
受
付　

・
日
時　

３
月
６
日（
木
）午
前
９

時
〜　

時
１０

・
場
所　

日
高
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー　

８
号
室

▽
随
時
受
付　

空
き
の
あ
る
も
の

に
限
り
、
受
け
付
け
ま
す
。

・
日
時　

同
日
午
後
１
時
〜

・
場
所　

日
高
総
合
支
所
地
域
整

備
課

▽
そ
の
他　

７
月
以
降
の
申
込
み

は
、
５
月
８
日（
木
）に
受
付
予

定（
後
日
、広
報
紙
掲
載
）で
す
。

▽
問
合
せ　

日
高
総
合
支
所
地
域

整
備
課

　

入
札
参
加
資
格
登
録
の
期
間
満

了
に
伴
い
、
平
成　

・　

年
度
に

２０

２１

市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
、測
量
・

建
設
等
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
、

物
品
製
造
等
の
入
札
に
参
加
を
希

望
す
る
業
者
、
ま
た
は
市
と
物
品

納
品
お
よ
び
役
務
の
提
供
等
の
取

引
を
希
望
す
る
業
者
は
、
所
定
の

申
請
書
を
提
出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
登
録
さ
れ
て

い
た
業
者
も
、
今
回
、
新
た
に
申

請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
の
で
、

必
ず
提
出
く
だ
さ
い
。

　

提
出
要
領
、
申
請
書
様
式
は
、

総
務
課
管
財
係
ま
た
は
各
総
合
支

所
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
提
出
期
限　
３
月　

日（
水
）（
必

１２

着
・
郵
送
可
）

※
詳
細
は
、
提
出
要
領
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▽
提
出
・
問
合
せ　

総
務
課
管
財

係　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.

toyooka.lg.jp

　

３
月　

日（
土
）「
初
午
祭
」の
出

１５

石
地
域
の
「
燃
や
す
ご
み
」
の
収

集
は
通
常
ど
お
り
行
い
ま
す
。
た

だ
し
、「
び
ん
・
か
ん
」
の
収
集
は
、

次
の
と
お
り
振
り
替
え
ま
す
。

【
表
1
】

　

ま
た
、
３
月　

日（
木
・
祝
）「
春

２０

分
の
日
」
は
、
ご
み
の
収
集
を
休

み
ま
す
。
た
だ
し
、
次
の
品
目
に

つ
い
て
は
、
地
域
ご
と
に
振
替
日

を
設
け
ま
す
。　
　
　
　
【
表
2
】

神
鍋
高
原
観
光
施
設
の

使
用
申
込
み
を
受
付
ま
す

（
４
月
〜
６
月
）

平
成　

年
度

１９
有
害
鳥
獣
一
斉
駆
除
の

お
知
ら
せ

競
争
入
札
参
加
資
格
申
請

（
指
名
願
い
）の
平
成　

・　
２０
２１

年
度
分
受
付
は
お
済
み
で
す
か

ご
み
の
収
集
日
の
変
更

【
表
1
】

▽
問
合
せ　

出
石
総
合
支
所
市
民

生
活
課

【
表
2
】

▽
問
合
せ　

生
活
環
境
課
ま
た
は

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

びん・かん収集品目

谷山、下谷
材木、魚屋
東條、寺町
内町、八木
本町、宵田
田結庄　　

地　区

３月１８日
（火）

振替日

【出石地域】【豊岡地域】
振替日当該収集区域収集品目

３月３１日
（月）

正法寺、戸牧、駅前（大開線から北側
および正法寺団地）、高屋の一部燃やさないごみ

３月２５日
（火）

小島、瀬戸、津居山、気比、田結、
畑上、三原

ペットボトル
紙製容器包装

Ｊ
Ｒ 
春
の
ダ
イ
ヤ
改
正

【但東地域】 振替収集該当品目はありません。

【日高地域】
振替日収集品目

３月３１日（月）燃やさないごみ
びん・かん

【出石地域】
振替日収集品目

３月２５日（火）燃やさないごみ

【竹野地域】 
「平成１９年度
家庭ごみ収集
計画」をご覧く
ださい。

【お知らせ】＝農地転用申請者の皆さんへ＝　４月の、農地法第３・４・５条等申請書の受付締切日は、都合により４月３日（木）
としますので、あらかじめ了承ください。　 ▽問合せ　農業委員会事務局

【城崎地域】 
「ごみカレンダ
ー」をご覧くだ
さい。
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ＦＭラジオで豊岡市の情報をお知らせしています !!（周波数　76.4 メガヘルツ）　「豊岡きらめき情報局」毎週月曜日～金曜日　8：00～8：05、17：50～17：52

豊岡市非常勤嘱託職員および臨時職員募集のお知らせ
【非常勤嘱託職員】

勤務条件職務内容応募資格募集人数職　　種

報酬～月額１５３，８００円（予定）
資格所持者には資格に応じて加算　
勤務日等～週５日（３６時間勤務）、休日
は土曜日および日曜日の週２日

介護保険課または総合支所（健康福
祉課）で地域内の介護認定調査（訪
問）、調書作成等

要介護認定調査に意欲があり、普通
自動車免許所持者（ケアマネージャー、
保健師・看護師・介護福祉士は優遇）

３人程度要介護認定
調査員

報酬～月額１５３，８００円（予定）
勤務日等～週５日（３６時間勤務）、休日
は土曜日および日曜日の週２日

要介護認定調査資料の内容チェック、
審査会の準備・進行補助・議事録作
成等審査会事務局業務

学校教育法に基づく高等学校卒業程
度で、介護認定審査事務に対して意
欲のある方

１人介護認定
審査事務員

報酬～月額１５３，８００円（予定）
勤務日等～週５日（３６時間勤務）、休日
は土曜日および日曜日の週２日

建築住宅課で市有の建築物の設計、
施工監理、検査業務等

学校教育法に基づく高等学校以上の
学校において、この職に必要な専門課
程を修了し卒業した方、または平成２０
年４月１日までに卒業見込みの方

１人建築技師

報酬～月額１５９，７００円（予定）
勤務日等～週５日（３６時間勤務）、休日
は火曜日および他の１日の週２日

図書館本館で司書業務等（分館に
異動する場合もあります）

図書館法に定める司書資格所持者、
または平成２０年４月１日までに取得で
きる方

１人司　書

報酬～月額１５９，７００円（予定）
勤務日等～週５日（３６時間勤務）、休日
は土曜日および日曜日の週２日

小・中学校で学習指導および生活指
導等きめ細かな指導のための補助
学力向上、複式学級、小・中連携教
育等教育課題研究にかかる学習指
導

学校教育法に基づく小学校もしくは中
学校（数学または英語）教諭普通免許
所持者、または平成２０年４月１日まで
に取得できる方

小学校
５人程度
中学校
２人程度

指導補助
教諭

報酬～月額１５９，７００円（予定）
勤務日等～週５日（３６時間勤務、ただし
幼稚園は３０時間勤務）、休日は土曜日
および日曜日の週２日

特別支援を要する園児・児童・生徒
への指導補助および在籍する学級
への支援

学校教育法に基づく幼稚園、小学校も
しくは中学校教諭普通免許所持者、ま
たは平成２０年４月１日までに取得で
きる方

８人程度特別支援
教育介助員

報酬～月額１５３，８００円（予定）
資格所持者は資格に応じて加算　
勤務日等～週６日（３６時間勤務）、休日
は日曜日

児童館で児童の遊びの指導等
児童福祉施設最低基準第３８条第２
項に規定する児童の遊びを指導する
者に該当する方（備考参照）

竹野１人
出石１人児童厚生員

報酬～月額１５３，８００円（予定）
勤務日等～週５日（３６時間勤務）、休日
は土曜日および日曜日の週２日

植村直己冒険館で施設の管理事務
学校教育法に基づく高等学校卒業程
度で、冒険館の管理事務に対して意
欲のある方

１人管理員

報酬～月額１５９，７００円（予定）
資格に応じて加算
勤務日等～週５日（３６時間勤務）、休日
は土曜日および日曜日の週２日

育児・教育・障害・虐待など、家庭内
における子どもに関する各種相談へ
の対応

保健師・心理士・保育士・社会福祉
士・教諭として福祉・教育現場におい
て２年以上の実務経験をもち、児童福
祉の増進に熱意のある方

２人家庭相談員

報酬～月額１４８，０００円（予定）
勤務日等～週５日（３６時間勤務）、休日
は基本的に土・日曜日の週２日（月に１、
２回程度土日勤務の週があります。）

老人ホームコスモス荘で給食の調理
業務健康で調理業務に意欲のある方１人調理員

報酬～日額４，３００円（予定）
勤務日数～月１５日

市民会館で夜間（１７：１５～２２：３０）の
管理業務

健康で夜間の管理業務に意欲のあ
る方２人夜間管理員

報酬～月額５７，６００円（予定）
勤務日等～週５日（１４時間勤務）、休日
は土曜日および日曜日の週２日

竹野南小学校区内でスクールバス
の運行およびバスの管理健康で大型自動車免許の所持者１人運転員

▽応募資格　昭和２３年４月２日以降に生まれた方

▽参　　考　調理員、運転員、夜間管理員以外について
は、執務時にパソコン操作を必要とします。

▽面接試験　日時、場所は後日連絡します。

▽申込方法　申込書（職員課に備付けのもの）に必要事

項を記入の上、応募に必要な免許等の写し
を添えて職員課へ提出してください。

▽受付期間　２月２６日（火）～３月５日（水）

▽採　用　日　４月１日（臨時職員は４月３日）予定

▽問　合　せ　職員課

勤務条件職務内容応募資格募集人数職　　種

報酬～日額６，５００円（予定）
勤務日等～週５日（４０時間勤務）のロー
テーション勤務、休日は週２日

老人ホーム　コスモス荘で入所者の
介護および生活の支援（宿直が週に
１回程度あります）

健康で高齢者の介護に意欲のある方１人生活
支援員

報酬～日額６，５００円（予定）
勤務日等～週５日（４０時間勤務）、休日
は月曜日および他の１日の週２日

竹野Ｂ＆Ｇ海洋センターでスポーツ
（水泳等）指導および施設管理（約１
カ月間の管外宿泊研修が必要で
す。）

スポーツ指導（水泳等）に意欲のある
方１人指導員

【臨時職員】

　※備考　児童福祉施設で児童の遊びを指導する者
　　　　　（１）厚生大臣の指定する児童福祉施設の職員を養成する学校その他の養成施設を卒業した方
　　　　　（２）保育士資格を有する方

（３）学校教育法に基づく高等学校等を卒業または同等以上の資格有し、２年以上児童福祉事業に従事した方
（４）学校教育法の規定による小、中、高等学校、幼稚園教諭の資格を有する方または大学で心理学、教育学、社会学、芸術
学、体育学を専修する学科もしくは相当課程を修了し、卒業した方であって、施設の設置者が適当と認めた方



30広報とよおか　2008.2.25

3月の予定
市立図書館本館3月のカレンダー

土金木水火月日
1
8765432
1514131211109
22212019181716
29282726252423

3130
■■　は休館日です。　

◆◆ 本　　　館 ◆◆　�２３‐６１５１

おはなし会
２２日（土）午後２時３０分～日　時
本館　おはなしの部屋（１階）場　所
幼児または児童対　象
詩・ストーリーテリング・絵本の読み聞かせ内　容

第１２回古文書講座
〈初級〉午後１時２０分～２時５０分

１６日（日）日　時
〈中級〉午後３時～４時３０分

本館　視聴覚講演室（２階）場　所

おたのしみひろば
９日（日）午後２時～３時３０分日　時
本館　視聴覚講演室（２階）場　所
幼児または児童対　象
人形劇・紙芝居・マジックなど内　容

土曜としょかん
～お花をいっぱい咲かせよう～

８日（土）午前１０時１０分～１１時３０分日　時
本館　おはなしの部屋（１階）・工作交流室（２階）場　所
５歳以上対　象
詩・ストーリーテリング・春のはな（紙工作）内　容
２０人（先着順）定　員
７日（金）まで申込期限

おはなしのゆりかご
６日（木）午前１１時～日　時
本館　おはなしの部屋（１階）場　所
０～２歳児とその保護者対　象
絵本の読み聞かせと絵本のアドバイス内　容

いっしょにおはなし会
６日・１３日・２７日　毎週木曜日
いずれも午前１０時３０分～日　時

本館　おはなしの部屋（１階）場　所
３歳くらいの幼児とその保護者対　象
絵本の読み聞かせ内　容

◆◆ 城　崎　分　館 ◆◆　�３２‐２５３２
お話しのこべや

８日（土）午前１０時３０分～日　時
城崎分館　おはなしのへや場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容

◆◆ 但　東　分　館 ◆◆　�２１‐９０３６

◆◆ 竹　野　分　館 ◆◆　�４７‐１５４８

＊市立図書館の資料はホームページからも検索できます。
　図書館ＵＲＬ
　　http://www３.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
　メールアドレス　toyolib@city.toyooka.lg.jp

休館日開館時間館

毎週火曜日・祝日・
図書整理日（月末）

午前１０時～午後６時
※金・土曜日は午後７時まで本館

午前１０時～午後６時
※日高分館…金曜日は午
　後７時まで

城崎・竹野
日高・出石
但東　　　

２２日（土）午前１０時３０分～日　時
出石農村環境改善センター　農事研修室場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ・折り紙あそびなど内　容

おはなし会

おはなし玉手箱
１日（土）午前１０時３０分～日　時
竹野分館　おはなしのへや場　所
幼児または児童対　象
「いろんな春み～つけた！」春にちなんださまざま
な絵本の読み聞かせ、詩・歌など内　容

土曜おはなしのへや
２２日（土）午前１０時３０分～日　時
竹野分館　おはなしのへや場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容

おたのしみ会わくわくランド
２４日（月）午後１時３０分～３時日　時
日高農村環境改善センター　会議室（２階）場　所
幼児または児童対　象
影絵「アンデルセンの飛行かばん」、歌など内　容

◆◆ 日　高　分　館 ◆◆　�２１‐９０６０
絵本からのおくりもの

８日（土）・２２日（土）午前１０時３０分～日　時
日高農村環境改善センター　会議室（２階）場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容

◆◆ 出　石　分　館 ◆◆　�５２‐５４８９

５日（水）午前１０時３０分～日　時
出石農村環境改善センター　和室場　所
０～２歳児とその保護者対　象
絵本の読み聞かせと絵本のアドバイス内　容

えほんのとびら

８日（土）午前１１時～１日（土）午前９時３０分～日　時
合橋地区公民館高橋地区公民館場　所

幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容

えほんのじかん
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3月の予定 
　市内６カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのさまざまな活動をしています。 
　参加費は無料でどなたでも参加できます。 
※詳細は各センターに問い合わせください。 
※定員があるものについては、事前に申し込みください。 

竹野子育てセンター　　４７-２０３０ 

４日（火）午前１０時～１１時３０分日　時
竹野子育てセンター場　所
就学前の子どもとその保護者対　象
「お話の部屋」の人たちによる絵本や紙芝居、人形劇内　容

おはなしプレゼント

１８日（火）午前１０時～１１時３０分日　時
竹野子育てセンター場　所
就学前の子どもとその保護者対　象
みんなで楽しく歌おう内　容

わいわいコーラス

２７日（木）午前１０時～１１時３０分日　時
竹野子育てセンター場　所
幼稚園・小学校の兄弟とその保護者対　象
春休みの１日を、家族で楽しもう（お話・マジック・
あれこれショー）内　容

お楽しみ会

但東子育てセンター　　５４-１１１０ 
ひなまつり会

５日（水）午前１０時～１１時３０分日　時
但東子育てセンター場　所
就学前の子どもとその保護者対　象
歌やシアター、ひなおにぎりを作ります。内　容
１人につき、お茶と白い三角おにぎり２個持ち物

城崎子育てセンター　　３２-４６６６ 

１７日（月）午後１時３０分～３時３０分日　時
豊岡市民プラザ　市民活動室場　所
子育て中の保護者　３５人（先着順）
※保育あり（１５人）対　象

子どもの食育について内　容
兵庫農漁村社会研究所　保田　茂さん（神戸大学
名誉教授）講　師

１４日（金）申込期限

子どもの食を考える講演会
　「毎日の食事」は子どもの体の成長だけでなく、心の成長に
もとても大きく影響しています。毎日のことだからこそ、
じっくり、しっかり考えてみませんか。

子育て総合センター　　２４-４６０４ 
（ＪＲ豊岡駅前アイティ７階） 

どよう広場
毎週土曜日　午前１０時３０分～１１時（第４土曜日
は１１時３０分まで）日　時

子育て総合センター　子育て学習室場　所
子育て中の親子対　象
絵本の読み聞かせ・紙芝居内　容
２２日（第４土曜日）は『どようファミリー広場』で、読
み聞かせの他に親子遊びもします。お父さんの参
加をお待ちしています。

その他

ほっとたいむ
３日（月）午前１１時～１１時１５分日　時
子育て総合センター　ふれあい広場場　所
子育て中の親子対　象
童謡などを一緒に歌う内　容
お子さんの身長や体重の計測もします。その他

なかよし広場
７日（金）午前９時３０分～１１時３０分日　時
豊岡市民プラザ　ほっとステージ場　所
２歳ぐらいまでの乳幼児とその保護者、妊婦対　象
親子の自由遊びや交流、計測や子育て相談内　容

おやこっこ遊び
①午前１０時３０分～１１時３０分

２４日（月）日　時
②午後１時３０分～２時３０分

子育て総合センター　子育て学習室場　所
①２歳までの子どもとその保護者　２５組（先着順）
②２歳以上の子どもとその保護者　２５組（先着順）対　象

親子ふれあい遊び内　容
生涯学習サポート兵庫　山崎清治さん講　師
１０日（月）～２１日（金）申込期間

おやこふれあいたいむ
３１日（月）午前１０時３０分～１１時日　時
子育て総合センター　ふれあい広場場　所
子育て中の親子対　象
紙芝居を見たり、お手玉をします。内　容

絵本の読み聞かせ
２７日（木）午前１０時３０分～１１時日　時
城崎子育てセンター場　所
乳幼児とその保護者対　象

日高子育てセンター　　４２-４６１０ 

絵本の読み聞かせの会
２１日（金）午前１０時３０分～１１時日　時
きっずらんど（日高総合支所３階）場　所
就学前の子どもとその保護者対　象

子育てミニ講話
２８日（金）午前１０時３０分～１１時日　時
きっずらんど（日高総合支所３階）場　所
就学前の子どもとその保護者対　象
保健師の講話「うちの子、こんなところがすごいんです」内　容

２４日（月）午後１時３０分～３時日　時
日高農村環境改善センター　６号室場　所
就学前の子どもとその保護者および小学生対　象
歌、紙芝居、影絵など内　容

お楽しみ会

出石子育てセンター　　５２-６１８８ 

出石こどもまつり
２０日（木・祝）午前９時～正午日　時
出石農村環境改善センター場　所
就学前の子どもとその保護者および児童対　象
各コーナー遊び、映画、人形劇、フリーマーケットなど内　容

おたのしみ会
１０日（月）午前１０時～１１時３０分日　時
出石子育てセンター場　所
就学前の子どもとその保護者対　象
簡単おやつ作り、音楽遊びなど内　容
１人５０円参加費
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施　設　の　イ　ベ　ン　ト 施　設　の　イ　ベ　ン　ト 
豊岡市民プラザ（JR豊岡駅前アイティ７階）

�２４‐３０００　ＦＡＸ２４‐３００４　（火曜日休館）
市民会館

�２３‐０２５５　ＦＡＸ２４‐０９５２　（火曜日休館）

　ラジオ番組に寄せられた、亡くなった親しい人への
メッセージ「天国への手紙」を基に製作された映画です。
「千の風になって」もエンディング・テーマ曲として使
用されています。ぜひ、ご覧ください。

　３月１５日（土）　開演１９：００
　　　　　　　　（開場１８：３０）
◇場　所　ほっとステージ
◇入場料　無料（ただし、入場整

理券が必要です。入場
整理券は市民プラザに
あります）

◇託　児　託児（１歳半～就学未
満）を希望の方は、３月５
日（水）までに申し込みください。

■映画「千の風になって
　　　　　　　～天国への手紙」上映会 ■舞台劇「笠地蔵」

　　　　　　＆コメディーパフォーマンス
　劇団カッパ座による舞台劇、日本昔話の名作「笠地蔵」と
揚野バンリによるジャグリング・バルーン・一輪車、そして愉
快なトークを交えてのコメディーパフォーマンスショー（大道
芸）などです。お楽しみください。

　　

　４月２０日（日）開演１４：００（開場１３：３０）
◇入場料　全席自由　親子券２，０００円　大人１，５００円
　　　　　中学生以下１，０００円

（友の会は各３００円引き、当日券は各５００円増）
◇チケット発売中（各プレイガイドでも購入できます）

■「第九」テレマン室内管弦楽団演奏会
　テレマン室内管弦楽団によるバロック音楽の演奏のほか、
市内の小･中学生で｢第九｣合唱団を結成し、但馬初の児
童生徒による、ベートーヴェン｢第九 ｣合唱も行います。

　３月１６日（日）開演１４：００（開場１３：３０）
◇曲　目　ヴィヴァルディ「四季」　ほか
◇入場料　指定席２，０００円
　　　　　自由席（大人）１，５００円（高校生以下）１，０００円

（友の会は各３００円引き、当日券は各５００円増）
◇チケット発売中（各プレイガイドでも購入できます）

　皆さんに気軽に音楽に親しんでいただくために、交流サ
ロンを利用して、毎月 1回程度コンサートを開催しています。
お気軽にお立ち寄りください。

　３月１６日（日）開演１３：３０
◇場　　所　交流サロン
◇出　　演　財音（ZION）ブルースセクション
◇内　　容　ブルース・R&B・ファンク系ライブ
◇曲　　目　ストーミーマンデー、スリル　イズ　ゴーンほか
◇入　場　料　無料
※サロンコンサートの出演者を募集しています。音楽活動の
　発表の場として利用ください。

劇団カッパ座による「笠地蔵」 揚野バンリ

■第４４回　サロンコンサート

■豊岡市民プラザ演劇ファクトリーVOL.Ⅳ　本公演

　 星  迷  宮  ―地球は青かった・昭和流星篇―
ほし めい きゅう

～星は赤く輝き流れる～ 　　
　助成：財団法人地域創造
　演劇ファクトリーは、基礎訓練と舞
台実習を経て、オリジナル作品の上演
に取り組む豊岡市民プラザの市民参
加創造事業です。

　３月２２日（土）　開演１８：３０
　　　　　　　　（開場１８：００）
　３月２３日（日）　開演１３：３０（開場１３：００）
　　　　　　　　開演１８：３０（開場１８：００）
◇場　所　ほっとステージ
◇入場料　全席自由
　　　　　一般（シングル）１，０００円　（ペア）１，５００円
　　　　　高校生以下・６５歳以上７００円
　　　　　（当日券は各２００円増、ペアチケットは前売りのみ）
◇託　児　託児（１歳半～就学未満）を希望の方は、３月１２

日（水）までに申し込みください。
◇チケット発売中
※上記のチケットは、市民プラザのほかに、市民会館、図
書館、城崎・竹野・日高地区公民館、ひぼこホール、但東
市民センターでも購入できます。

　映画「千の風になって～天国への手紙」上
映に先立ち、あなたからの「天国への手紙（亡く
なった方へのメッセージ）」を募集します。生前
伝えられなかったことや忘れ難い想いを「天国
への手紙」としてお寄せください。なお、感動作
品は映画上映前に朗読させていただくことが
あります。
◇様　　式　自由（おおむね４００字まで）
◇応募方法　住所、氏名、年齢、連絡先を明記の上、

市民プラザに持参または郵送ください。
◇応募期限　３月１０日（月）必着
◇あ　て　先　〒６６８－００３１　豊岡市大手町４－５　アイティ７階
　　　　　　「豊岡市民プラザ」

■あなたからの「天国への手紙
　　　　（亡くなった方へのメッセージ）」募集

【会員募集】平成２０年度の市民会館友の会・ひぼこホール友の会・市民プラザメイツの会員を募集しています。
　　　　　　詳細は２５ページ（くらしの情報・募集）をご覧ください。
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月の主な行事 

平成２０年 

3
MARCH

平成２０年２月１日現在（前月比） 

豊岡市の人口 
合　計 

男　性 

女　性 

世帯数 

人 

人 

人 

世帯 

90,984 

43,603 

47,381 

31,892

（－35人） 

（－31人） 

（－4人） 

  （＋19世帯） 
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記記記記記記記記記記記

「広報とよおか」の写真が努力賞受賞…２月２１日、第５５回兵庫県広報コンクール写真部門（一枚写真の部）で「広報とよおか７月２５日発行の表紙写真」が努力賞を受賞しました。

●春の火災予防運動（～７日）
●平成１９年度　有害鳥獣一斉駆除

（～３０日、市内一円）
●コンテンポラリーダンスプログラム第３弾
しげやんダンスライブ「ｉ．ｄ．」［うたげうた］

（１９：００～豊岡市民プラザ）

（土）１

●街頭防火キャンペーン
（１０：３０～コープデイズ豊岡、１１：４０～アイティ）
●防災と環境フォーラム

（１３：３０～出石文化会館ひぼこホール）

（日）２

●奥神鍋スキー場まつり［予定］
（８：３０～奥神鍋ゲレンデ）

●万場スキー場まつり［予定］
（８：３０～万場ゲレンデ）

（月）３

●豊岡市農業委員会委員選挙立候補予定者説明会
（９：３０～市役所東庁舎別館）

●おはなしプレゼント
（１０：００～竹野子育てセンター）

（火）４

●生活支援センター　ほおずき　もちつき交流会
（１１：００～戸牧　ほおずき）

（水）５

●神鍋高原観光施設　使用申込み受付
（９：００～日高農村環境改善センター）

（木）６

●なかよし広場（９：３０～豊岡市民プラザ）（金）７
●第６回　こうのとり感謝祭（１１：００～豊岡市民プラザ）
●市民フォーラム（１５：００～豊岡市民プラザ）
●豊岡高年クラブ連合会 ｢趣味の会 ｣発表会

（～９日、幸町　長寿園）

（土）８

●普通救命講習会（９：００～但東総合支所）（日）９
（月）１０

●手作りおもちゃ（１０：００～出石子育てセンター）
●ろうあ者悩みの相談室

（１０：００～豊岡健康福祉センター）
●平成１９年度　兵庫県統計グラフコンクール
　優秀作品巡回展示（～１８日、但馬文教府）

（火）１１

（水）１２
（木）１３

●第２回　但馬地区精神障害者家族教室
（１３：３０～但馬長寿の郷）

●出石初午大祭（～１６日、出石城跡周辺）

（金）１４

●革細工体験教室（１３：００～コウノトリ本舗）
●司法書士による市民生活無料相談会

（１３：００～市民会館）
●映画 ｢千の風になって～天国への手紙 ｣

上映会（１９：００～豊岡市民プラザ）

（土）１５

●コウノトリ文化館　市民講座　知ろう！語ろう！
「豊岡盆地の伝統行事」（１０：００～コウノトリ文化館）
●松くい虫　防除活動研修会

（１０：３０～港地区公民館ほか）
●第４４回　サロンコンサート（１３：３０～豊岡市民プラザ）
●第２回　但馬検定（１３：３０～じばさん但馬ほか）
●「第九」テレマン室内管弦楽団演奏会

（１４：００～市民会館）

（日）１６

●子どもの食を考える講演会
（１３：３０～豊岡市民プラザ）

（月）１７

●わいわいコーラス（１０：００～竹野子育てセンター）（火）１８
（水）１９

春分の日
●第１回　いずし子どもまつり

（９：００～出石農村環境改善センター）

（木）２０

●絵本の読み聞かせの会
（１０：３０～日高子育てセンター）

（金）２１

●演劇ファクトリーＶＯＬ．IV　本公演　星迷宮
　－地球は青かった・昭和流星篇－
　～星は赤く輝き流れる～（～２３日、豊岡市民プラザ）

（土）２２

（日）２３
●お楽しみ会（１３：３０～日高農村環境改善センター）（月）２４

（火）２５
●豊岡市農業委員会委員選挙立候補届出書類

予備審査（１３：３０～市役所東庁舎別館）
●リトミック（１０：００～合橋地区公民館）

（水）２６

●お楽しみ会（１０：００～竹野子育てセンター）
●絵本の読み聞かせ（１０：３０～城崎子育てセンター）
●春休み「子ども囲碁教室 ｣

（～２９日、正法寺　但馬囲碁センター）

（木）２７

●子育てミニ講話（１０：３０～日高子育てセンター）（金）２８
●大人のための囲碁教室

（～４月６日、正法寺　但馬囲碁センター）
（土）２９

（日）３０
（月）３１
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感動と心やすらぐひととき 

伊藤清永美術館 伊藤清永美術館 伊藤清永美術館 

お出かけください 
このコーナーでは、豊岡市立の文化施設を巡り、紹介します。 

文化施設巡り 2

■所 在 地　豊岡市出石町内町９８　 ５２－５４５６  ＦＡＸ５３－２０８８ 
■開館時間　９：３０～１７：００（入館は１６：３０まで） 
■休 館 日　毎週水曜日（祝日・休日の場合は翌日）、 
　　　　　　年末年始（１２月２８日～１月４日） 
■入 館 料　大人５００円、高校大学生３００円、小中学生　無料 
■ホームページアドレス　http://www.itoh-museum.jp

きよ  なが  

426

伊藤清永美術館 

出石総合支所 

辰鼓楼 

出石城跡 

至但東 出石警部派出所 

谷
山
川
 魚

屋
 

内町 材木 

八木 
本町 

P
P

P

　当館職員の橋本有加が
ご案内します。　　　　

　伊藤清永美術館は、昭和６２年の町村合併３０周年記念事業「伊藤清永展」の開
催を契機に、伊藤清永画伯をはじめ、有志の方からも数多くの作品の寄贈を受け、
その作品を収蔵・展示するために建設したもので、平成元年１１月に開館しました。
　当館は、瓦の大屋根の下にある小さな倉を基本コンセプトに、周りの景観
と合わせた木の温もりのある造りとなっています。寄贈を受けた絵画や資料
を収蔵・常設展示し、郷土の偉人を顕彰するとともに、市収蔵の美術品を公
開展示する企画展など、優れた芸術にふれる機会を提供する、歴史と文化の
香るまちにふさわしい美術館です。
　また、ミュージアムコンサートや各種実技講座などを開催し、地域の方々
が気軽に芸術に親しむ輪を広げています。皆さん、ぜひ、お越しください。
※３月７日～４月７日「わたしが選んだちひろ展 ｉｎ 豊岡」を開催します。

伊藤清永プロフィール

　明治４４年、出石町下谷に生まれ、日本美術展
覧会と白日会（写実を基本とした美術団体）を中
心に活躍した文化勲章受章の洋画家です。後
年は、繊細な色線を無数に重ねて描き出され
る豊麗優美な裸婦像で知られています。
　日本洋画壇の重鎮である岡田三郎助の 薫  陶 

くん とう

を受け、東京美術学校（現東京芸術大学）在学
中の昭和８年、第１４回帝国美術院美術展覧会
に初出品、初入選。昭和１１年、文部省美術展
覧会で選奨を受賞、白日会会員となり画家と
しての道を確立しました。
　７０年近い画業の中で、一貫して女性美の表
現技法を追求し、温かみのある独自の画風を築
いて観る人を魅了しています。
　平成１３年、軽井沢のアトリエで急逝（９０歳）
し、制作中の ｢ばら｣数点が絶筆作品となり
ました。

　Ｒ型天井がシンボリックな展示室。
ケース内の ｢母の肖像 ｣は観る人の
心を打つ一枚の絵として常設展示し
ています。

▲展示室Ｂ

　画業の足跡をたどれるよう代表作
を展示。苦学していたころ、捨てら
れたキャンバスの裏に描いた展覧会
出品作もあります。

　左側の受付で職員が応対します。
ミュージアムグッズの販売もしてい
ます。来館記念にぜひどうぞ。

▲ホール

　喫茶室へ通じるオープンギャラ
リーは外からも鑑賞でき、小学生や
受講生の小品展に利用。気軽に楽し
めて好評です。

▲２階主展示室Ａ▲オープンギャラリー


